
消表対第２２５号 

令和６年３月１３日 

株式会社デンソー 

代表取締役 林 新之助 殿 

  消費者庁長官 新井 ゆたか 

（公印省略） 

不当景品類及び不当表示防止法第７条第１項の規定に基づく措置命令 

貴社は、貴社が株式会社デンソーソリューション（以下「デンソーソリューション」とい

う。）と共同して供給する「車両用クレベリン」と称する役務（以下「本件役務」という。）

の取引について、不当景品類及び不当表示防止法（昭和３７年法律第１３４号。以下「景品

表示法」という。）第５条の規定により禁止されている同条第１号に該当する不当な表示を

行っていたので、同法第７条第１項の規定に基づき、次のとおり命令する。 

１ 命令の内容 

⑴ 貴社は、貴社及びデンソーソリューションが共同して一般消費者に提供する本件役

務に係る表示に関して、次に掲げる事項を速やかに一般消費者に周知徹底しなければ

ならない。この周知徹底の方法については、あらかじめ、消費者庁長官の承認を受けな

ければならない。 

ア 貴社は、本件役務を一般消費者に提供するに当たり、例えば、令和４年８月１８日、

同月２６日及び令和５年１０月１８日から令和６年１月３１日までの間、自社ウェ

ブサイトに掲載していたリーフレットにおいて、「ＤＥＮＳＯ 車両用クレベリン 

車内空間の除菌・消臭サービス 大幸薬品×ＤＥＮＳＯ 大幸薬品とデンソーの共

同開発によるクレベリン（二酸化塩素ガス）を活用した車内除菌・消臭サービスで

す。」並びに「定期的な施工でクリーンな車内空間をキープ」、「施工目安 約３ケ月」、

「点検整備・車検のタイミングで」、「季節の変わり目に」、「レジャーのあとに」及び

「受験シーズンの送迎に」等と表示するなど、別表「表示期間」欄記載の期間に、同

表「表示媒体」欄記載の表示媒体において、同表「表示内容」欄記載のとおり表示す

ることにより、あたかも、本件役務を利用することで、車室内において約３か月有効

な除菌効果等が得られるかのように示す表示をしていたこと。 

イ 前記アの表示は、本件役務の内容について、一般消費者に対し、実際のものよりも

著しく優良であると示すものであり、景品表示法に違反するものであること。 

⑵ 貴社は、今後、本件役務又はこれと同種の役務の取引に関し、表示の裏付けとなる合
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理的な根拠をあらかじめ有することなく、前記⑴アの表示と同様の表示が行われるこ

とを防止するために必要な措置を講じ、これを貴社の役員及び従業員に周知徹底しな

ければならない。 

⑶ 貴社は、今後、本件役務又はこれと同種の役務の取引に関し、表示の裏付けとなる合

理的な根拠をあらかじめ有することなく、前記⑴アの表示と同様の表示をしてはなら

ない。 

⑷ 貴社は、前記⑴に基づいて行った周知徹底及び前記⑵に基づいてとった措置につい

て、速やかに文書をもって消費者庁長官に報告しなければならない。 

２ 事実 

⑴ 株式会社デンソー（以下「デンソー」という。）は、愛知県刈谷市昭和町一丁目１番

地に本店を置き、自動車等の各種輸送機器用の電気・電子部品等の製造・販売等を営む

事業者である。 

⑵ デンソーソリューションは、デンソーの完全子会社であり、愛知県刈谷市昭和町一丁

目１番地に本店を置き、自動車用等の各種電装品等の販売等を営む事業者である。 

⑶ア デンソーは、本件役務に用いる「クレベリン発生機（車両用）」と称する専用機器

（以下「発生機」という。）及び「クレベリンカートリッジ（車両用）」と称する専用

カートリッジ（以下「カートリッジ」という。）の販売に関する業務をデンソーソリ

ューションに委託するとともに、デンソーソリューションに自社の従業員を出向さ

せて、委託した業務に対応させており、本件役務に用いる発生機及びカートリッジを

デンソーソリューションと共同して供給している。 

イ デンソー及びデンソーソリューションは、本件役務に用いる発生機及びカートリ

ッジについて、デンソーソリューションが本件役務を一般消費者に直接提供する場

合を除き、その全量を取引先事業者を通じてディーラー等の本件役務の施工業者に

供給するとともに、デンソーが大幸薬品株式会社と共同開発して仕様を定めた本件

役務の施工方法を記載した取扱説明書を発生機に添付し、また、施工業者の求めに応

じて取扱説明書の内容を補足した施工マニュアルを配布して、その定めた仕様のと

おりに本件役務を施工業者に施工させること等により、本件役務を一般消費者に提

供している。 

⑷ デンソーは、本件役務に係る自社ウェブサイトの表示内容について、デンソーソリュ

ーションに管理等を委託し、必要に応じて自らが確認することにより、表示内容を自ら

決定している。 

⑸ア デンソーは、デンソーソリューションと共同して本件役務を一般消費者に提供す

るに当たり、例えば、令和４年８月１８日、同月２６日及び令和５年１０月１８日か

ら令和６年１月３１日までの間、自社ウェブサイトに掲載していたリーフレットに

おいて、「ＤＥＮＳＯ 車両用クレベリン 車内空間の除菌・消臭サービス 大幸薬
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品×ＤＥＮＳＯ 大幸薬品とデンソーの共同開発によるクレベリン（二酸化塩素ガ

ス）を活用した車内除菌・消臭サービスです。」並びに「定期的な施工でクリーンな

車内空間をキープ」、「施工目安 約３ケ月」、「点検整備・車検のタイミングで」、「季

節の変わり目に」、「レジャーのあとに」及び「受験シーズンの送迎に」等と表示する

など、別表「表示期間」欄記載の期間に、同表「表示媒体」欄記載の表示媒体におい

て、同表「表示内容」欄記載のとおり表示することにより、あたかも、本件役務を利

用することで、車室内において約３か月有効な除菌効果等が得られるかのように示

す表示をしていた。 

 イ 消費者庁長官は、前記アの表示について、景品表示法第５条第１号に該当する表示

か否かを判断するため、同法第７条第２項の規定に基づき、デンソーに対し、期間を

定めて、当該表示の裏付けとなる合理的な根拠を示す資料の提出を求めたところ、デ

ンソーは、当該期間内に表示に係る裏付けとする資料を提出したが、当該資料は、当

該表示の裏付けとなる合理的な根拠を示すものであるとは認められないものであっ

た。 
 

３ 法令の適用 

 前記事実によれば、デンソーが自己の供給する本件役務の取引に関し行っていた表示

は、景品表示法第７条第２項の規定により、同法第５条第１号に規定する、本件役務の内

容について、一般消費者に対し、実際のものよりも著しく優良であると示すことにより、

不当に顧客を誘引し、一般消費者による自主的かつ合理的な選択を阻害するおそれがあ

ると認められる表示とみなされるものであって、かかる表示をしていた行為は、同条の規

定に違反するものである。 

   

４ 法律に基づく教示 

⑴ 行政不服審査法（平成２６年法律第６８号）第８２条第 1項の規定に基づく教示 

この処分について不服がある場合には、行政不服審査法第２条、第４条及び第１８条

第１項の規定に基づき、正当な理由があるときを除き、この処分があったことを知った

日の翌日から起算して３か月以内に、書面により消費者庁長官に対し審査請求をする

ことができる。 

（注）行政不服審査法第１８条第２項の規定により、正当な理由があるときを除き、処

分があったことを知った日の翌日から起算して３か月以内であっても、処分の日

の翌日から起算して１年を経過したときは、審査請求をすることができなくなる。 

⑵ 行政事件訴訟法（昭和３７年法律第１３９号）第４６条第１項の規定に基づく教示 

訴訟により、この処分の取消しを求める場合には、行政事件訴訟法第１１条第１項及

び第１４条第１項の規定に基づき、この処分があったことを知った日の翌日から起算

して６か月以内に、国（代表者法務大臣）を被告として、この処分の取消しの訴えを提
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起することができる。 

（注１）行政事件訴訟法第１４条第２項の規定により、正当な理由があるときを除き、

この処分があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内であっても、こ

の処分の日の翌日から起算して１年を経過すると、この処分の取消しの訴えを提

起することができなくなる。 

（注２）行政事件訴訟法第１４条第３項の規定により、正当な理由があるときを除き、

審査請求をして裁決があった場合には、この処分の取消しの訴えは、その裁決が

あったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に提起することができる。

ただし、正当な理由があるときを除き、その裁決があったことを知った日の翌日

から起算して６か月以内であっても、その裁決の日の翌日から起算して１年を経

過すると、この処分の取消しの訴えを提起することができなくなる。 
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別
表
 

表
示
期
間
 

表
示
媒
体
 

表
示
内
容
 

令
和
４
年
８
月

１
８
日
、
同
月

２
６
日
及
び
令

和
５
年
１
０
月

１
８
日
か
ら
令

和
６
年
１
月
３

１
日
ま
で
の
間
 

自
社

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

に
掲

載
し

て
い

た
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
 

・
「

Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｏ
 
車
両
用
ク
レ
ベ
リ
ン
 
車
内
空
間
の
除
菌
・
消
臭
サ
ー
ビ
ス
 
大
幸
薬
品
×
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｏ
 
大
幸
薬
品
と
デ
ン
ソ

ー
の
共
同
開
発
に
よ
る
ク
レ
ベ
リ
ン
（
二
酸
化
塩
素
ガ
ス
）
を
活
用
し
た
車
内
除
菌
・
消
臭
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
」

・
「
こ
ん
な
方
に
お
す
す
め
！
！
」
、
「

除
菌
 
ウ
イ
ル
ス
除
去
」
、
「
ご
家
族
を
お
乗
せ

に
な
る
方
」
、
「

日
常
的
に
ク
ル
マ
を
利

用
さ
れ
る
方
」
、
「
小
さ
な
お
子
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
」
、
「
洗
え
な
い
車
室
内
、
シ
ー
ト
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
た
い
方
」
、

「
消
臭
」
、
「
車
内
の
ニ
オ
イ
が
気
に
な
る
方
 
タ
バ
コ
を
吸
わ
れ
る
方
」
及
び
「
ペ
ッ
ト
を
お
乗
せ
に
な
る
方
」

・
「
車
両
用
ク
レ
ベ
リ
ン
」
、
「
車
内
空
間
の
除
菌
・
消
臭
サ
ー
ビ

ス
」
及
び
「
洗
え
な
い
車
室
内
、
シ
ー
ト
を
除
菌
！
 
タ
バ
コ
や

ペ
ッ
ト
の
ニ
オ
イ
も
消
臭
！
」

・
「

大
幸
薬
品
×
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｏ
 
共
同
開
発
に
よ
る
ク
ル
マ
の
 
除
菌
※
１
 
ウ
イ
ル
ス
除
去
※
２
 
消
臭
」

・
「
大

幸
薬
品
の
チ
カ
ラ
 
ク
レ
ベ
リ
ン
（
二
酸
化
塩
素
ガ
ス
）
が
ウ
イ
ル
ス
・
菌
・
悪
臭
成
分
を
分
子
レ
ベ
ル
で
除
去
！
」
と
の
記

載
と
共
に
、
ウ
イ
ル
ス
・
菌
・
悪
臭
成
分
を
除
去
す
る
イ
メ
ー
ジ
画
像
並
び
に
「
デ
ン
ソ
ー
の
チ
カ
ラ
 
車
内
空
調
技
術
を
活
か
し

た
専
用
発
生
機
に
よ
り
車
室
内
全
体
に
ク
レ
ベ
リ
ン
が
届
く
！
」
、
「
ク
レ
ベ
リ
ン
発
生
か
ら
１
分
後
」
及
び
「
ク
レ
ベ
リ
ン
発
生

か
ら
５
分
後
」
と
の
記
載
と
共
に
、
車
内
全
体
に
ク
レ
ベ
リ
ン
が
届
く
イ
メ
ー
ジ
画
像

・
「
専
用
機
器
を
使
っ
て
プ
ロ
の
整
備
士
が
施
工
」
及
び
「
専
用
発

生
機
に
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を
セ
ッ
ト
、
車
室
内
全
体
に
ク
レ
ベ
リ
ン

を
届
け
ま

す
。
」
と
の
記
載
と
共
に
、
ク
レ
ベ
リ
ン
発
生
機
を
車
室
内
に
設
置
し
て
本
件
役
務
を
施
工
し
、
車
室
内
全
体
に
ク
レ
ベ

リ
ン
成
分
（
二
酸
化
塩
素
ガ
ス
）
を
届
け
る
イ
メ
ー
ジ
画
像

・
「
定
期
的
な
施
工
で
ク
リ
ー
ン
な
車
内
空
間
を
キ
ー
プ
」
、
「
施
工
目
安
 
約
３
ヶ
月
」
、
「
点
検
整

備
・
車
検
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
」
、

「
季
節
の
変
わ
り
目
に
」
、
「
レ
ジ
ャ
ー
の
あ
と
に
」
及
び
「
受
験
シ
ー
ズ
ン
の
送
迎
に
」
 

（
別
添
写
し
１
）
 

令
和
５
年
１
０

月
１
８
日
か
ら

令
和
６
年
１
月

３
１
日
ま
で
の

間
 

自
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
 

・
「
除
菌
・
消
臭
サ
ー
ビ
ス
」
、
「
車
両
用
ク
レ
ベ
リ
ン
」
及
び
「
大
幸
薬
品
×
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｏ
」

・
「
特
徴
」
、
「
車

両
用
ク
レ
ベ
リ
ン
が
お
客
様
の
大
事
な
ク
ル
マ
を
除
菌
・
消
臭
し
ま
す
。
」
、
「
大
幸
薬
品
×
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｏ
」
及

び
「
共
同
開
発
に
よ
る
ク
ル
マ
の
除
菌
 
ウ
イ
ル
ス
除
去
 
消
臭
」

・
「
大
幸
薬
品
の
チ
カ
ラ
 
ク
レ
ベ
リ
ン
（
二
酸
化
塩
素
ガ
ス
）
が
菌
・
ウ
イ
ル
ス
・
悪
臭
成
分
を
分
子
レ
ベ
ル
で
除
去
！
」
と
の
記

載
と
共
に
、
ウ
イ
ル
ス
・
菌
・
悪
臭
成
分
を
除
去
す
る
イ
メ
ー
ジ
画
像
並
び
に
「
デ
ン
ソ
ー
の
チ
カ
ラ
 
車
内
空
調
技
術
を
活
か
し

た
専
用
発
生
機
に
よ
り
車
内
全
体
に
ク
レ
ベ
リ
ン
が
届
く
！
」
、
「
ク
レ
ベ
リ
ン
発
生
か
ら
１
分
後
」
及
び
「
ク
レ
ベ
リ
ン
発
生
か

ら
５
分
後
」
と
の
記
載
と
共
に
、
車
内
全
体
に
ク
レ
ベ
リ
ン
が
届
く
イ
メ
ー
ジ
画
像

・
「
こ
ん
な
方
に
お
す
す
め
で
す
！
」
、
「
赤
ち
ゃ
ん
、
小
さ
な
子
ど
も
が
い
る
か
ら
心
配
」
、
「
赤
ち
ゃ
ん
や
子
ど
も
を
ウ
イ
ル
ス

か
ら
ガ
ー
ド
し
た
い
方
」
、
「
受
験
ま
で
の
体
調
管
理
、
他
に
も
で
き
る
事
は
あ
る
か
し
ら
.
..
」
、
「
受
験
生
の
体
調
管
理
を
サ
ポ

ー
ト
し
た
い
方
」
、
「
車
両
用
ク
レ
ベ
リ
ン
な
ら
！
」
及
び
「
除
菌
 
ウ
イ
ル
ス
除
去
 
お
出
か
け
前
の
除
菌
習
慣
に
！
」
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表
示
期
間
 

表
示
媒
体
 

表
示
内
容
 

・
「
キ
ャ
ン
プ
の
あ
と
、
車
内
の
煙
臭
が
ス
ゴ
イ
の
よ
ね
..
.
」
、
「
強
い
ニ
オ
イ
を
消
臭
し
た
い
方
」
、
「
ま
っ
た
く
気
づ
い
て
な
か

っ
た
け
ど
、
車
内
が
犬
の
臭
い
っ
て
.
.
.」

、
「
ペ
ッ
ト
の
ニ
オ
イ
を

消
臭
し
た
い
方
」
、
「
車
両
用
ク
レ
ベ
リ
ン
な
ら
！
」
及
び
「
消

臭
 
気
に
な
ら
な
い
レ
ベ
ル
に
低
減
」
 

・
「
専
用
機
器
を
使
っ
て
プ
ロ
の
整
備
士
が
施
工
い
た
し
ま
す
。
」
及
び
「
ク
レ
ベ
リ
ン
発
生
機
に
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を
セ
ッ
ト
、
車
内

全
体
に
ク
レ
ベ
リ
ン
を
届
け
ま
す
。
」

・
「
お
出
か
け
前
の
リ
セ
ッ
ト
習
慣
」
、
「
季
節
の
変
わ
り
目
（
約
３
ヶ
月
に
１
回
）
に
施
工
を
お
す
す
め
」
、
「
点
検
整
備
・

車
検

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
」
、
「
季
節
の
変
わ
り
目
に
」
、
「
レ
ジ
ャ
ー
の
あ
と
に
」
及
び
「
受
験
シ
ー
ズ
ン
の
送
迎
に
」

・
「
ク
レ
ベ
リ
ン
の
仕
組
み
」
、
「
ク
レ
ベ
リ
ン
に
含
ま
れ
る
二
酸

化
塩
素
分
子
の
チ
カ
ラ
で
車
内
の
ウ
イ
ル
ス
・
菌
・
ニ
オ
イ
を
除

去
。
」
及
び
「
洗
い
に
く
い
シ
ー
ト
な
ど
の
装
備
を
除
菌
・
消
臭
」
と
の
記

載
と
共
に
、
ク
レ
ベ
リ
ン
発
生
機
を
車
室
内
に
設

置
し

て
施
工
し
、
車
室
内
全
体
に
ク
レ
ベ
リ
ン
成
分
（
二
酸
化
塩
素
ガ
ス
）
を
届
け
る
イ
メ
ー
ジ
画
像

・
「
二
酸
化
塩
素
ガ
ス
の
効
果
※
」
と
し
て
、
「
ウ
イ
ル
ス
除
去
の
試
験
結
果
」
、
「
除
菌
の
試

験
結
果
」
、
「
た
ば
こ
臭
の
消
臭
試

験
結
果
」
及
び
「
１
５
分
後
の
シ
ー
ト
付
着
臭
」
と
題
す
る
グ
ラ
フ

・
「
仕
様
」
、
「
販
売
店
・
量
販
店
専
用
品
（
一
般
発
売
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
）
」
並
び
に
「
ク
レ
ベ
リ
ン
発
生
機
」
と
の
記
載
と
共

に
、
ク
レ
ベ
リ
ン
発
生
機
の
画
像
及
び
「
ク
レ
ベ
リ
ン
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
」
と
の
記
載
と
共
に
ク
レ
ベ
リ
ン
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
画
像

（
別
添
写
し
２
）
 

令
和

４
年

８
月

１
２

日
、

同
月

１
８

日
及

び
同

月
２
６
日
 

自
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
 

・
「

除
菌
・
消
臭
サ
ー
ビ
ス
」
、
「
車
両
用
ク
レ
ベ
リ
ン
」
及
び
「
大
幸
薬
品
×
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｏ
」

・
「
特
徴
」
、
「
車

両
用
ク
レ
ベ
リ
ン
が
お
客
様
の
大
事
な
ク
ル
マ
を
除
菌
・
消
臭
し
ま
す
。
」
、
「
大
幸
薬
品
×
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｏ
」
及

び
「
共
同
開
発
に
よ
る
ク
ル
マ
の
除
菌
 
ウ
イ
ル
ス
除
去
 
消
臭
」

・
「
大
幸
薬
品
の
チ
カ
ラ
 
ク
レ
ベ
リ
ン
（
二
酸
化
塩
素
ガ
ス
）
が
菌
・
ウ
イ
ル
ス
・
悪
臭
成
分
を
分
子
レ
ベ
ル
で
除
去
！
」
と
の
記

載
と
共
に
、
ウ
イ
ル
ス
・
菌
・
悪
臭
成
分
を
除
去
す
る
イ
メ
ー
ジ
画
像
並
び
に
「
デ
ン
ソ
ー
の
チ
カ
ラ
 
車
内
空
調
技
術
を
活
か
し

た
専
用
発
生
機
に
よ
り
車
内
全
体
に
ク
レ
ベ
リ
ン
が
届
く
！
」
、
「
ク
レ
ベ
リ
ン
発
生
か
ら
１
分
後
」
及
び
「
ク
レ
ベ
リ
ン
発
生
か

ら
５
分
後
」
と
の
記
載
と
共
に
、
車
内
全
体
に
ク
レ
ベ
リ
ン
が
届
く
イ
メ
ー
ジ
画
像

・
「
こ
ん
な
方
に
お
す
す
め
で
す
！
」
、
「
コ
ロ
ナ
な
ど
赤
ち
ゃ
ん

、
小
さ
な
子
ど
も
が
い
る
か
ら
心
配
」
、
「
赤
ち
ゃ
ん
や
子
ど
も

を
ウ
イ
ル
ス
か
ら
ガ
ー
ド
し
た
い
方
」
、
「
受
験
ま
で
の
体
調
管
理

、
他
に
も
で
き
る
事
は
あ
る
か
し
ら
.
.
. 」

、
「
受
験
生
の
体
調

管
理
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
方
」
、「

車
両
用
ク
レ
ベ
リ
ン
な
ら
！
」
及

び
「
除
菌
 
ウ
イ
ル
ス
除
去
 
お
出
か
け
前
の
除
菌
習
慣
に
！
」 

・
「
キ
ャ
ン
プ
の
あ
と
、
車
内
の
煙
臭
が
ス
ゴ
イ
の
よ
ね
..
.
」
、
「
強
い
ニ
オ
イ
を
消
臭
し
た
い
方
」
、
「
ま
っ
た
く
気
づ
い
て
な
か

っ
た
け
ど
、
車
内
が
犬
の
臭
い
っ
て
.
.
.」

、
「
ペ
ッ
ト
の
ニ
オ
イ
を

消
臭
し
た
い
方
」
、
「
車
両
用
ク
レ
ベ
リ
ン
な
ら
！
」
及
び
「
消

臭
 
気
に
な
ら
な
い
レ
ベ
ル
に
低
減
」
 

・
「
専
用
機
器
を
使
っ
て
プ
ロ
の
整
備
士
が
施
工
い
た
し
ま
す
。
」
及
び
「
ク
レ
ベ
リ
ン
発
生
機
に
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を
セ
ッ
ト
、
車
内
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表
示
期
間
 

表
示
媒
体
 

表
示
内
容
 

全
体
に
ク
レ
ベ
リ
ン
を
届
け
ま
す
。
」
 

・
「
お
出
か
け
前
の
リ
セ
ッ
ト
習
慣
」
、
「
季
節
の
変
わ
り
目
（
約
３
ヶ
月
に
１
回
）
に
施
工
を
お
す
す
め
」
、
「
点
検
整
備
・

車
検

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
」
、
「
季
節
の
変
わ
り
目
に
」
、
「
レ
ジ
ャ
ー
の
あ
と
に
」
及
び
「
受
験
シ
ー
ズ
ン
の
送
迎
に
」

・
「
ク
レ
ベ
リ
ン
の
仕
組
み
」
、
「
ク
レ
ベ
リ
ン
に
含
ま
れ
る
二
酸
化
塩
素
分
子
の
チ
カ
ラ
で
車
内
の
ウ
イ
ル
ス
・
菌
・
ニ
オ
イ
を
除

去
。
」
及
び
「
洗
い
に
く
い
シ
ー
ト
な
ど
の
装
備
を
除
菌
・
消
臭
」
と
の
記
載
と
共
に
、
ク
レ
ベ
リ
ン
発
生
機
を
車
室
内
に
設

置
し

て
施
工
し
、
車
室
内
全
体
に
ク
レ
ベ
リ
ン
成
分
（
二
酸
化
塩
素
ガ
ス
）
を
届
け
る
イ
メ
ー
ジ
画
像

・
「
二
酸
化
塩
素
ガ
ス
の
効
果
※
」
と
し
て
、
「
ウ
イ
ル
ス
除
去
の
試
験
結
果
」
、
「
除
菌
の
試
験
結
果
」
、
「
た
ば
こ
臭
の
消
臭
試

験
結
果
」
及
び
「
１
５
分
後
の
シ
ー
ト
付
着
臭
」
と
題
す
る
グ
ラ
フ

・
「
仕
様
」
、
「
販

売
店
・
量
販
店
専
用
品
（
一
般
発
売
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
）
」
並
び
に
「
ク
レ
ベ
リ
ン
発
生
機
」
と
の

記
載
と
共

に
、
ク
レ
ベ
リ
ン
発
生
機
の
画
像
及
び
「
ク
レ
ベ
リ
ン
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
」
と
の
記
載
と
共
に
ク
レ
ベ
リ
ン
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
画
像

（
別
添
写
し
３
）
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消表対第２２６号 

令和６年３月１３日 

株式会社デンソーソリューション 

代表取締役 新竹 敦 殿 

  消費者庁長官 新井 ゆたか 

  （公印省略） 

不当景品類及び不当表示防止法第７条第１項の規定に基づく措置命令 

貴社は、貴社が株式会社デンソー（以下「デンソー」という。）と共同して供給する「車

両用クレベリン」と称する役務（以下「本件役務」という。）の取引について、不当景品類

及び不当表示防止法（昭和３７年法律第１３４号。以下「景品表示法」という。）第５条の

規定により禁止されている同条第１号に該当する不当な表示を行っていたので、同法第７

条第１項の規定に基づき、次のとおり命令する。 

１ 命令の内容 

⑴ 貴社は、貴社及びデンソーが共同して一般消費者に提供する本件役務に係る表示に

関して、次に掲げる事項を速やかに一般消費者に周知徹底しなければならない。この周

知徹底の方法については、あらかじめ、消費者庁長官の承認を受けなければならない。 

ア 貴社は、本件役務を一般消費者に提供するに当たり、例えば、令和４年８月１２日、

同月１８日及び同月２６日に、自社ウェブサイトに掲載していたリーフレットにお

いて、「ＤＥＮＳＯ」及び「除菌・消臭サービスメニュー 大幸薬品×ＤＥＮＳＯ 

車両用クレベリン」並びに「車両用クレベリンの効果」並びに「洗えない車室内、シ

ートを除菌 除菌・ウイルスの作用抑制」、「施工目安約３ヶ月」及び「友達・家族と

のわいわいドライブの後に」との記載と共に、車室内の菌・ウイルスを除去するイメ

ージ画像等を表示するなど、別表「表示期間」欄記載の期間に、同表「表示媒体」欄

記載の表示媒体において、同表「表示内容」欄記載のとおり表示することにより、あ

たかも、本件役務を利用することで、車室内において約３か月有効な除菌効果等が得

られるかのように示す表示をしていたこと。 

イ 前記アの表示は、本件役務の内容について、一般消費者に対し、実際のものよりも

著しく優良であると示すものであり、景品表示法に違反するものであること。 

⑵ 貴社は、今後、本件役務又はこれと同種の役務の取引に関し、表示の裏付けとなる合

理的な根拠をあらかじめ有することなく、前記⑴アの表示と同様の表示が行われるこ

とを防止するために必要な措置を講じ、これを貴社の役員及び従業員に周知徹底しな
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ければならない。 

⑶ 貴社は、今後、本件役務又はこれと同種の役務の取引に関し、表示の裏付けとなる合

理的な根拠をあらかじめ有することなく、前記⑴アの表示と同様の表示をしてはなら

ない。 

⑷ 貴社は、前記⑴に基づいて行った周知徹底及び前記⑵に基づいてとった措置につい

て、速やかに文書をもって消費者庁長官に報告しなければならない。 

２ 事実 

⑴ 株式会社デンソーソリューション（以下「デンソーソリューション」という。）は、

デンソーの完全子会社であり、愛知県刈谷市昭和町一丁目１番地に本店を置き、自動車

用等の各種電装品等の販売等を営む事業者である。 

⑵ デンソーは、愛知県刈谷市昭和町一丁目１番地に本店を置き、自動車等の各種輸送機

器用の電気・電子部品等の製造・販売等を営む事業者である。 

⑶ア デンソーソリューションは、本件役務に用いる「クレベリン発生機（車両用）」と

称する専用機器（以下「発生機」という。）及び「クレベリンカートリッジ（車両用）」

と称する専用カートリッジ（以下「カートリッジ」という。）の販売に関する業務を

デンソーから委託されるとともに、デンソーから従業員の出向を受け入れて委託さ

れた業務に対応させており、本件役務に用いる発生機及びカートリッジをデンソー

と共同して供給している。 

イ デンソーソリューション及びデンソーは、本件役務に用いる発生機及びカートリ

ッジについて、デンソーソリューションが本件役務を一般消費者に直接提供する場

合を除き、その全量を取引先事業者を通じてディーラー等の本件役務の施工業者に

供給するとともに、デンソーが大幸薬品株式会社と共同開発して仕様を定めた本件

役務の施工方法を記載した取扱説明書を発生機に添付し、また、施工業者の求めに応

じて取扱説明書の内容を補足した施工マニュアルを配布して、その定めた仕様のと

おりに本件役務を施工業者に施工させること等により、本件役務を一般消費者に提

供している。 

ウ デンソーソリューションは、自ら運営する「サービスステーション」と称する店舗

において、本件役務を一般消費者に提供している。 

⑷ デンソーソリューションは、本件役務に係る自社ウェブサイトの表示内容を自ら決

定している。 

⑸ア デンソーソリューションは、デンソーと共同して本件役務を一般消費者に提供す

るに当たり、例えば、令和４年８月１２日、同月１８日及び同月２６日に、自社ウェ

ブサイトに掲載していたリーフレットにおいて、「ＤＥＮＳＯ」及び「除菌・消臭サ

ービスメニュー 大幸薬品×ＤＥＮＳＯ 車両用クレベリン」並びに「車両用クレベ

リンの効果」並びに「洗えない車室内、シートを除菌 除菌・ウイルスの作用抑制」、

2



「施工目安約３ヶ月」及び「友達・家族とのわいわいドライブの後に」との記載と共

に、車室内の菌・ウイルスを除去するイメージ画像等を表示するなど、別表「表示期

間」欄記載の期間に、同表「表示媒体」欄記載の表示媒体において、同表「表示内容」

欄記載のとおり表示することにより、あたかも、本件役務を利用することで、車室内

において約３か月有効な除菌効果等が得られるかのように示す表示をしていた。 

イ 消費者庁長官は、前記アの表示について、景品表示法第５条第１号に該当する表示

か否かを判断するため、同法第７条第２項の規定に基づき、デンソーソリューション

に対し、期間を定めて、当該表示の裏付けとなる合理的な根拠を示す資料の提出を求

めたところ、デンソーソリューションは、当該期間内に表示に係る裏付けとする資料

を提出したが、当該資料は、当該表示の裏付けとなる合理的な根拠を示すものである

とは認められないものであった。

３ 法令の適用 

 前記事実によれば、デンソーソリューションが自己の供給する本件役務の取引に関し

行っていた表示は、景品表示法第７条第２項の規定により、同法第５条第１号に規定する、

本件役務の内容について、一般消費者に対し、実際のものよりも著しく優良であると示す

ことにより、不当に顧客を誘引し、一般消費者による自主的かつ合理的な選択を阻害する

おそれがあると認められる表示とみなされるものであって、かかる表示をしていた行為

は、同条の規定に違反するものである。 

４ 法律に基づく教示 

⑴ 行政不服審査法（平成２６年法律第６８号）第８２条第 1項の規定に基づく教示

この処分について不服がある場合には、行政不服審査法第２条、第４条及び第１８条

第１項の規定に基づき、正当な理由があるときを除き、この処分があったことを知った

日の翌日から起算して３か月以内に、書面により消費者庁長官に対し審査請求をする

ことができる。 

（注）行政不服審査法第１８条第２項の規定により、正当な理由があるときを除き、処

分があったことを知った日の翌日から起算して３か月以内であっても、処分の日

の翌日から起算して１年を経過したときは、審査請求をすることができなくなる。 

⑵ 行政事件訴訟法（昭和３７年法律第１３９号）第４６条第１項の規定に基づく教示

訴訟により、この処分の取消しを求める場合には、行政事件訴訟法第１１条第１項及

び第１４条第１項の規定に基づき、この処分があったことを知った日の翌日から起算

して６か月以内に、国（代表者法務大臣）を被告として、この処分の取消しの訴えを提

起することができる。 

（注１）行政事件訴訟法第１４条第２項の規定により、正当な理由があるときを除き、

この処分があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内であっても、こ

3



の処分の日の翌日から起算して１年を経過すると、この処分の取消しの訴えを提

起することができなくなる。 

（注２）行政事件訴訟法第１４条第３項の規定により、正当な理由があるときを除き、

審査請求をして裁決があった場合には、この処分の取消しの訴えは、その裁決が

あったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に提起することができる。

ただし、正当な理由があるときを除き、その裁決があったことを知った日の翌日

から起算して６か月以内であっても、その裁決の日の翌日から起算して１年を経

過すると、この処分の取消しの訴えを提起することができなくなる。 
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別
表
 

表
示
期
間
 

表
示
媒
体
 

表
示
内
容
 

令
和

４
年

８
月

１
２

日
、

同
月

１
８

日
及

び
同

月
２
６
日
 

自
社

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

に
掲

載
し

て
い

た
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
 

・
「
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｏ
」
及
び
「
除
菌
・
消
臭
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
 
大
幸
薬
品
×
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｏ
 
車
両
用
ク
レ
ベ
リ
ン
」

・
「
車
両
用
ク
レ
ベ
リ
ン
と
は
？
」
、
「
大
幸
薬
品
と
デ
ン
ソ
ー
が
共
同
開
発
し
た
ク
レ
ベ
リ
ン
（
二
酸
化
塩
素
ガ
ス
）
を
活
用
し
た

車
内
除
菌
・
消
臭
サ
ー
ビ
ス
」
、
「
車
両
用
ク
レ
ベ
リ
ン
施
工
前
イ
メ
ー
ジ
」
、
「
車

両
用
ク
レ
ベ
リ
ン
施
工
イ
メ
ー
ジ
」
及
び
「
車

両
用
ク
レ
ベ
リ
ン
施
工
後
イ
メ
ー
ジ
」
と
の
記
載
と
共
に
、
本
件
役
務
の
施
工
前
、
施
工
中
及
び
施
工
後
の
車
室
内
の
イ
メ
ー
ジ
画

像

・
「
こ
ん
な
お
客
様
に
オ
ス
ス
メ
で
す
！
」
、
「
①
車
内
を
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
・
快
適
に
さ
れ
た
い
方
」
、
「
②
ウ
イ
ル
ス
が
気
に
な
る

お
子
様
連
れ
の
ご
家
族
」
、
「
③
車
室
内
の
ニ
オ
イ
が
気
に
な
る
方
・
喫
煙
さ
れ
る
方
」
及
び
「
④
ペ
ッ
ト
を
車
に
お
乗
せ
に
な
る

方
」
と
の
記
載
と
共
に
、
子
ど
も
を
連
れ
て
乗
車
す
る
人
物
の
イ
メ
ー
ジ
画
像
及
び
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
喫
煙
し
な
が
ら
乗
車
す
る
人

物
の
イ
メ
ー
ジ
画
像

・
「
専
用
機
器
を
使
用
し
た
プ
ロ
サ
ー
ビ
ス
！
」
並
び
に
「
車
室
内
全
体
に
ク
レ
ベ
リ
ン
の
成
分
（
二
酸
化
塩
素
ガ
ス
）
を
届
け
る
専

用
機
器
」
及
び
「
ク
レ
ベ
リ
ン
発
生
機
（
車
両
用
）
」
と
の

記
載
と
共
に
、
ク
レ
ベ
リ
ン
発
生
機
の
画
像
並
び
に
「
二
酸
化
塩

素
ガ

ス
を
発
生
さ
せ
る
専
用
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
」
及
び
「
ク
レ
ベ
リ
ン
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
（
車
両
用
）
」
と
の
記
載
と
共
に
、
ク
レ
ベ
リ
ン
カ

ー
ト
リ
ッ
ジ
の
画
像
並
び
に
「
短
時
間
で
９
９
％
除
菌
・
ウ
イ
ル
ス
の
作
用
を
９
９
％
抑
制
、
ニ
オ
イ
を
気
に
な
ら
な
い
レ
ベ
ル
ま

で
消
臭
」
 

・
「

車
両
用
ク
レ
ベ
リ
ン
の
効
果
」
並
び
に
「
洗
え
な
い
車
室
内
、
シ
ー
ト
を
除
菌
 
除
菌
・
ウ
イ
ル
ス
の
作
用
抑
制
」
、
「
施
工
目

安
約
３
ヶ

月
」
及
び
「
友
達
・
家
族
と
の
わ
い
わ
い
ド
ラ
イ
ブ
の
後
に
」
と
の
記
載
と
共
に
、
車
室
内
の
菌
・
ウ
イ
ル
ス
を
除
去
す

る
イ
メ
ー
ジ
画
像
、
「
二
酸
化
塩
素
ガ
ス
に
よ
る
ウ
イ
ル
ス
の
作
用
抑
制
効
果
」
と
の
記
載
と
共
に
、
「
１
５
分
後
の
ウ
イ
ル
ス
感

染
価
」
と
題
す
る
グ
ラ
フ
及
び
「
二
酸
化
塩
素
ガ
ス
に
よ
る
除
菌
効
果
」
と
の
記
載
と
共
に
、
「
１
５
分
後
の
生
菌
数
」
と
題
す
る

グ
ラ
フ
並
び
に
「
染

み
つ
い
た
タ
バ
コ
臭
・
ペ
ッ
ト
臭
を
消
臭
」
、
「
ク
レ
ベ
リ
ン
た
ば
こ
臭
消
臭
効
果
」
及
び
「
お
客
さ
ま
を
乗

せ
る
前
に
」
と
の
記
載
と
共
に
、
「
１
５
分
後
の
シ
ー
ト
付
着
臭
」
と
題
す
る
グ
ラ
フ
及
び
車
室
内
に
タ
バ
コ
臭
・
ペ
ッ
ト
臭
が
染

み
つ
い
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
画
像

・
「
効
果
の
秘
け
つ
は
共
同
開
発
！
」
並
び
に
「
大
幸
薬
品
の
チ
カ
ラ
 
ク
レ
ベ
リ
ン
（
二
酸
化
塩
素
）
が
ウ
イ
ル
ス
・
菌
・
悪
臭
成

分
を
分
子
レ
ベ
ル
で
抑
制
」
及
び
「
二
酸
化
塩
素
の
働
き
で
空
気
中
の
菌
を
除
菌
、
ウ
イ
ル
ス
の
作
用
を
抑
制
し
ま
す
。
」
と
の
記

載
と
共
に
、
ク
レ
ベ

リ
ン
（
二
酸
化
塩
素
）
が
ウ
イ
ル
ス
・
菌
・
悪
臭
成
分

を
抑
制
す
る
イ
メ
ー
ジ
画
像
並
び
に
「
デ
ン
ソ
ー

の
チ

カ
ラ
 
車
内
空
調
技
術
を
活
か
し
た
専
用
発
生
機
を
使
う
か
ら
車
室
内
全
体
に
ク
レ
ベ
リ
ン
が
届
く
！
」
、
「
ク
レ
ベ
リ
ン
発
生
か

ら
１
分
後
」
及
び
「
ク
レ
ベ
リ
ン
発
生
か
ら
５
分
後
」
と
の
記
載
と
共
に
、
車
室
内
全
体
に
ク
レ
ベ
リ
ン
が
届
く
イ
メ
ー
ジ
画
像
 

（
別
添
写
し
１
）
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表
示
期
間
 

表
示
媒
体
 

表
示
内
容
 

令
和

４
年

８
月

１
２

日
、

同
月

１
８

日
及

び
同

月
２
６
日
 

自
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
 

・
「
車
両
用
ク
レ
ベ
リ

ン
」
、
「
車
両
用
ク
レ
ベ
リ
ン
と
は
 
大
幸
薬
品
と
デ
ン
ソ
ー
が
共
同
開
発
し
た
ク
レ
ベ
リ
ン
（
二
酸
化
塩
素

ガ
ス
）
を
活
用
し
た
車
内
除
菌
・
消
臭
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
」

・
「
大
幸
薬
品
×
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｏ
」
及
び
「
施
工
目
安
約
３
ヶ
月
」
と

の
記
載
と
共
に
、
ク
レ
ベ
リ
ン
発
生
機
の
画
像

・
「
車
両
用
ク
レ
ベ
リ

ン
 
こ
ん
な
お
客
様
に
お
ス
ス
メ
」
、
「
Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
１
 
車
内
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
快
適
に
さ
れ
た
い
方
」
、

「
Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
２
 
ウ
イ
ル
ス
が
気
に
な
る
お
子
様
連
れ
の
ご
家
族
」
、
「
Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
３
 
車
室
内
の
ニ
オ
イ
が
気
に
な
る
方
・

喫
煙
さ
れ

る
方
」
及
び
「
Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
４
 
ペ
ッ
ト
を
車
に
お
乗
せ
に
な
る
方
」
と
の
記
載
と
共
に
、
子

ど
も
を
連
れ
て
乗
車
す
る

人
物
の
イ
メ
ー
ジ
画
像
及
び
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
喫
煙
し
な
が
ら
乗
車
す
る
人
物
の
イ
メ
ー
ジ
画
像
 

・
「

車
両
用
ク
レ
ベ
リ
ン
の
特
長
」
並
び
に
「
Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
１
 
洗
え
な
い
車
室
内
、
シ
ー
ト
を
除
菌
。
」
、
「
空
間
に
浮
遊
す
る
ウ

イ
ル
ス
・
菌
・
ニ

オ
イ
を
二
酸
化
塩
素
分
子

の
チ
カ
ラ
で
除
去
※
。
」
及
び
「
友
達
・
家
族
と
の
わ
い
わ
い
ド
ラ
イ
ブ
の
後
に
」
と

の
記
載
と
共
に
、
車
室
内
の
菌
・
ウ
イ
ル
ス
を
除
去
す
る
イ
メ
ー
ジ
画
像
、
「
二
酸
化
塩
素
ガ
ス
に
よ
る
ウ
イ
ル
ス
の
作
用
抑
制
効

果
」
及
び
「
１
５
分
後
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
価
」
と
題
す
る
グ
ラ
フ
、
「
二
酸
化
塩
素
ガ
ス
に
よ
る
除
菌
効
果
」
及
び
「
１
５
分
後
の

生
菌
数
」
と
題
す
る
グ
ラ
フ
並
び
に
「
Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
２
 
染
み
つ
い
た
タ
バ
コ
臭
・
ペ
ッ
ト
臭
を
消
臭
。
」
及
び
「
お
客
さ
ま
を
乗

せ
る
前
に
」
と
の
記
載
と
共
に
、
「
ク
レ
ベ
リ
ン
た
ば
こ
臭
消
臭
効
果
」
及
び
「
１
５
分
後
の
シ
ー
ト
付
着
臭
」
と
題
す
る
グ
ラ
フ
 

・
「
効
果
の
秘
訣
は
共
同
開
発
」
並
び
に
「
大

幸
薬
品
の
チ
カ
ラ
 
ク
レ
ベ
リ
ン
（
二
酸
化
塩
素
）
が
ウ
イ
ル
ス
菌
・
悪
臭
成
分
を
分

子
レ
ベ
ル

で
抑
制
。
」
及
び
「
二
酸
化
塩
素
の
働
き
で
空
気
中
の
菌
を
除
菌
、
ウ
イ
ル
ス
の
作
用
を
抑
制
し
ま
す
。
」
と
の
記

載
と

共
に
、
ク
レ
ベ
リ
ン
（
二
酸
化
塩
素
）
が
ウ
イ
ル
ス
菌
・
悪
臭
成
分
を
抑
制
す
る
イ
メ
ー
ジ
画
像
並
び
に
「
デ
ン
ソ
ー
の
チ
カ
ラ

車
内
空
調
技
術
を
活
か
し
た
専
用
発
生
機
を
使
う
か
ら
車
室
内
全
体
に
ク
レ
ベ
リ
ン
が
届
く
。
」
、
「
ク
レ
ベ
リ
ン
発
生
か
ら
１
分

後
」
及
び
「
ク
レ
ベ
リ
ン
発
生
か
ら
５
分
後
」
と
の
記
載
と
共
に
、
車
室
内
全
体
に
ク
レ
ベ
リ
ン
が
届
く
イ
メ
ー
ジ
画
像

・
「

車
両
用
ク
レ
ベ
リ
ン
の
使
用
方
法
」
及
び
「
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を

セ
ッ
ト
し
た
発
生
機
を
無
人
の
車
室
内
に
設
置
し
、
ス
イ
ッ
チ
を

入
れ
、
約
１
５
分
間
成
分
を
発
生
さ
せ
ま
す
。
」

・
「
車
両
用
ク
レ
ベ
リ
ン
の
仕
様
」
並
び
に
「
ク
レ
ベ
リ
ン
発
生
機

」
と
の
記
載
と
共
に
、
ク
レ
ベ
リ
ン
発
生
機
の
画
像
及
び
「
ク
レ

ベ
リ
ン
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
」
と
の
記
載
と
共
に
ク
レ
ベ
リ
ン
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
画
像

（
別
添
写
し
２
）
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消表対第２２７号 

令和６年３月１３日 

トヨタカローラ札幌株式会杜

代表取締役 田中 浩至 殿

  消費者庁長官 新井 ゆたか 

  （公印省略） 

不当景品類及び不当表示防止法第７条第１項の規定に基づく措置命令 

貴社は、貴社が供給する「車両用クレベリン」と称する役務（以下「本件役務」という。）

の取引について、不当景品類及び不当表示防止法（昭和３７年法律第１３４号。以下「景品

表示法」という。）第５条の規定により禁止されている同条第１号に該当する不当な表示を

行っていたので、同法第７条第１項の規定に基づき、次のとおり命令する。 

１ 命令の内容 

⑴ 貴社は、貴社が一般消費者に提供する本件役務に係る表示に関して、次に掲げる事項

を速やかに一般消費者に周知徹底しなければならない。この周知徹底の方法について

は、あらかじめ、消費者庁長官の承認を受けなければならない。 

ア 貴社は、本件役務を一般消費者に提供するに当たり、令和４年１０月３１日、令和

５年１月３０日及び同年４月１９日から同年５月２３日までの間に、自社ウェブサ

イトにおいて、例えば、「クルマの除菌・消臭『クレベリン』 大幸薬品×ＤＥＮＳ

Ｏ クルマの除菌 消臭『クレベリン』 二酸化塩素のチカラでウイルスや菌を９

９％除去！！」並びに「カローラ札幌の『クレベリン』でケアしましょう！！気にな

る車内をリフレッシュ！！」、「クレベリン（二酸化塩素）がウイルス・菌・悪臭成分

を分子レベルで抑制」及び「除菌効果３ヶ月間！！」との記載と共に、クレベリン（二

酸化塩素）がウイルス・菌・悪臭成分を分子レベルで抑制するイメージ画像等を、別

表「表示内容」欄記載のとおり表示することにより、あたかも、本件役務を利用する

ことで、車室内において約３か月有効な除菌効果等が得られるかのように示す表示

をしていたこと。 

イ 前記アの表示は、本件役務の内容について、一般消費者に対し、実際のものよりも

著しく優良であると示すものであり、景品表示法に違反するものであること。 

⑵ 貴社は、今後、本件役務又はこれと同種の役務の取引に関し、表示の裏付けとなる合

理的な根拠をあらかじめ有することなく、前記⑴アの表示と同様の表示が行われるこ

とを防止するために必要な措置を講じ、これを貴社の役員及び従業員に周知徹底しな

1
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ければならない。 

⑶ 貴社は、今後、本件役務又はこれと同種の役務の取引に関し、表示の裏付けとなる合

理的な根拠をあらかじめ有することなく、前記⑴アの表示と同様の表示をしてはなら

ない。 

⑷ 貴社は、前記⑴に基づいて行った周知徹底及び前記⑵に基づいてとった措置につい

て、速やかに文書をもって消費者庁長官に報告しなければならない。 

２ 事実 

⑴ トヨタカローラ札幌株式会杜（以下「トヨタカローラ札幌」という。）は、札幌市豊

平区美園三条六丁目３番１０号に本店を置き、自動車の販売、修理等を営む事業者であ

る。 

⑵ トヨタカローラ札幌は、自ら運営する店舗において、本件役務を一般消費者に提供し

ている。 

⑶ トヨタカローラ札幌は、本件役務に係る自社ウェブサイトの表示内容を自ら決定し

ている。 

⑷ア トヨタカローラ札幌は、本件役務を一般消費者に提供するに当たり、令和４年１０

月３１日、令和５年１月３０日及び同年４月１９日から同年５月２３日までの間に、

自社ウェブサイトにおいて、例えば、「クルマの除菌・消臭『クレベリン』 大幸薬

品×ＤＥＮＳＯ クルマの除菌 消臭『クレベリン』 二酸化塩素のチカラでウイル

スや菌を９９％除去！！」並びに「カローラ札幌の『クレベリン』でケアしましょ

う！！気になる車内をリフレッシュ！！」、「クレベリン（二酸化塩素）がウイルス・

菌・悪臭成分を分子レベルで抑制」及び「除菌効果３ヶ月間！！」との記載と共に、

クレベリン（二酸化塩素）がウイルス・菌・悪臭成分を分子レベルで抑制するイメー

ジ画像等を、別表「表示内容」欄記載のとおり表示することにより、あたかも、本件

役務を利用することで、車室内において約３か月有効な除菌効果等が得られるかの

ように示す表示をしていた。 

イ 消費者庁長官は、前記アの表示について、景品表示法第５条第１号に該当する表示

か否かを判断するため、同法第７条第２項の規定に基づき、トヨタカローラ札幌に対

し、期間を定めて、当該表示の裏付けとなる合理的な根拠を示す資料の提出を求めた

ところ、トヨタカローラ札幌は、当該期間内に表示に係る裏付けとする資料を提出し

たが、当該資料は、当該表示の裏付けとなる合理的な根拠を示すものであるとは認め

られないものであった。

３ 法令の適用 

 前記事実によれば、トヨタカローラ札幌が自己の供給する本件役務の取引に関し行っ

ていた表示は、景品表示法第７条第２項の規定により、同法第５条第１号に規定する、本
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件役務の内容について、一般消費者に対し、実際のものよりも著しく優良であると示すこ

とにより、不当に顧客を誘引し、一般消費者による自主的かつ合理的な選択を阻害するお

それがあると認められる表示とみなされるものであって、かかる表示をしていた行為は、

同条の規定に違反するものである。 

４ 法律に基づく教示 

⑴ 行政不服審査法（平成２６年法律第６８号）第８２条第 1項の規定に基づく教示

この処分について不服がある場合には、行政不服審査法第２条、第４条及び第１８条

第１項の規定に基づき、正当な理由があるときを除き、この処分があったことを知った

日の翌日から起算して３か月以内に、書面により消費者庁長官に対し審査請求をする

ことができる。 

（注）行政不服審査法第１８条第２項の規定により、正当な理由があるときを除き、処

分があったことを知った日の翌日から起算して３か月以内であっても、処分の日

の翌日から起算して１年を経過したときは、審査請求をすることができなくなる。 

⑵ 行政事件訴訟法（昭和３７年法律第１３９号）第４６条第１項の規定に基づく教示

訴訟により、この処分の取消しを求める場合には、行政事件訴訟法第１１条第１項及

び第１４条第１項の規定に基づき、この処分があったことを知った日の翌日から起算

して６か月以内に、国（代表者法務大臣）を被告として、この処分の取消しの訴えを提

起することができる。 

（注１）行政事件訴訟法第１４条第２項の規定により、正当な理由があるときを除き、

この処分があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内であっても、こ

の処分の日の翌日から起算して１年を経過すると、この処分の取消しの訴えを提

起することができなくなる。 

（注２）行政事件訴訟法第１４条第３項の規定により、正当な理由があるときを除き、

審査請求をして裁決があった場合には、この処分の取消しの訴えは、その裁決が

あったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に提起することができる。

ただし、正当な理由があるときを除き、その裁決があったことを知った日の翌日

から起算して６か月以内であっても、その裁決の日の翌日から起算して１年を経

過すると、この処分の取消しの訴えを提起することができなくなる。 
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別表 

表示内容 

・「クルマの除菌・消臭『クレベリン』 大幸薬品×ＤＥＮＳＯ クルマの除菌 消臭『ク

レベリン』 二酸化塩素のチカラでウイルスや菌を９９％除去！！」

・「こんなお客様にオススメです！」、「・車内をリフレッシュ・快適にされたい方」、

「・お子様が同乗するのでウイルスが気になる方」、「・車室内のニオイが気になる方、

喫煙される方」、「・ペットを車にお乗せになる方」及び「カゼひけない時もあります

よね！」との記載と共に、マスクをした車の車室内にウイルス・菌・悪臭成分が浮遊し

ているイメージ画像

・「カローラ札幌の『クレベリン』でケアしましょう！！気になる車内をリフレッシ

ュ！！」、「クレベリン（二酸化塩素）がウイルス・菌・悪臭成分を分子レベルで抑制」

及び「除菌効果３ヶ月間！！」との記載と共に、クレベリン（二酸化塩素）がウイルス・

菌・悪臭成分を抑制するイメージ画像

（別添写し） 
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消表対第２２８号 

令和６年３月１３日 

埼玉トヨタ自動車株式会社 

代表取締役 嶋田 光剛 殿 

  消費者庁長官 新井 ゆたか 

  （公印省略） 

不当景品類及び不当表示防止法第７条第１項の規定に基づく措置命令 

貴社は、貴社が供給する「車両用クレベリン」と称する役務（以下「本件役務」という。）

の取引について、不当景品類及び不当表示防止法（昭和３７年法律第１３４号。以下「景品

表示法」という。）第５条の規定により禁止されている同条第１号に該当する不当な表示を

行っていたので、同法第７条第１項の規定に基づき、次のとおり命令する。 

１ 命令の内容 

⑴ 貴社は、貴社が一般消費者に提供する本件役務に係る表示に関して、次に掲げる事項

を速やかに一般消費者に周知徹底しなければならない。この周知徹底の方法について

は、あらかじめ、消費者庁長官の承認を受けなければならない。 

ア 貴社は、本件役務を一般消費者に提供するに当たり、令和４年１１月９日及び令和

５年１月３０日に、自社ウェブサイトにおいて、「ウィルス対策は出来てます

か？！」、「車内除菌・消臭メニュー デンソー クレベリン 車両用」、「車両用クレ

ベリンとは？ 大幸薬品とデンソーが共同開発したクレベリン（二酸化塩素ガス）を

活用した車内除菌・消臭サービス」、「車両用クレベリン施工前イメージ」、「車両用ク

レベリン施工イメージ」及び「車両用クレベリン施工後イメージ」との記載と共に、

本件役務の施工前、施工中及び施工後の車室内のイメージ画像並びに「クレベリン」

及び「除菌・消臭（効果目安 約３か月）」と表示することにより、あたかも、本件

役務を利用することで、車室内において約３か月有効な除菌効果等が得られるかの

ように示す表示をしていたこと。 

イ 前記アの表示は、本件役務の内容について、一般消費者に対し、実際のものよりも

著しく優良であると示すものであり、景品表示法に違反するものであること。 

⑵ 貴社は、今後、本件役務又はこれと同種の役務の取引に関し、表示の裏付けとなる合

理的な根拠をあらかじめ有することなく、前記⑴アの表示と同様の表示が行われるこ

とを防止するために必要な措置を講じ、これを貴社の役員及び従業員に周知徹底しな

ければならない。 
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⑶ 貴社は、今後、本件役務又はこれと同種の役務の取引に関し、表示の裏付けとなる合

理的な根拠をあらかじめ有することなく、前記⑴アの表示と同様の表示をしてはなら

ない。 

⑷ 貴社は、前記⑴に基づいて行った周知徹底及び前記⑵に基づいてとった措置につい

て、速やかに文書をもって消費者庁長官に報告しなければならない。 

 

２ 事実 

⑴ 埼玉トヨタ自動車株式会社（以下「埼玉トヨタ自動車」という。）は、さいたま市中

央区下落合六丁目１番１８号に本店を置き、自動車の販売、修理等を営む事業者であ

る。 

⑵ 埼玉トヨタ自動車は、自ら運営する店舗において、本件役務を一般消費者に提供して

いる。 

⑶ 埼玉トヨタ自動車は、本件役務に係る自社ウェブサイトの表示内容を自ら決定して

いる。 

⑷ア 埼玉トヨタ自動車は、本件役務を一般消費者に提供するに当たり、令和４年１１月

９日及び令和５年１月３０日に、自社ウェブサイト（別添写し）において、「ウィル

ス対策は出来てますか？！」、「車内除菌・消臭メニュー デンソー クレベリン 車

両用」、「車両用クレベリンとは？ 大幸薬品とデンソーが共同開発したクレベリン

（二酸化塩素ガス）を活用した車内除菌・消臭サービス」、「車両用クレベリン施工前

イメージ」、「車両用クレベリン施工イメージ」及び「車両用クレベリン施工後イメー

ジ」との記載と共に、本件役務の施工前、施工中及び施工後の車室内のイメージ画像

並びに「クレベリン」及び「除菌・消臭（効果目安 約３か月）」と表示することに

より、あたかも、本件役務を利用することで、車室内において約３か月有効な除菌効

果等が得られるかのように示す表示をしていた。 

 イ 消費者庁長官は、前記アの表示について、景品表示法第５条第１号に該当する表示

か否かを判断するため、同法第７条第２項の規定に基づき、埼玉トヨタ自動車に対

し、期間を定めて、当該表示の裏付けとなる合理的な根拠を示す資料の提出を求めた

ところ、埼玉トヨタ自動車は、当該期間内に表示に係る裏付けとする資料を提出した

が、当該資料は、当該表示の裏付けとなる合理的な根拠を示すものであるとは認めら

れないものであった。 
 

３ 法令の適用 

 前記事実によれば、埼玉トヨタ自動車が自己の供給する本件役務の取引に関し行って

いた表示は、景品表示法第７条第２項の規定により、同法第５条第１号に規定する、本件

役務の内容について、一般消費者に対し、実際のものよりも著しく優良であると示すこと

により、不当に顧客を誘引し、一般消費者による自主的かつ合理的な選択を阻害するおそ
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れがあると認められる表示とみなされるものであって、かかる表示をしていた行為は、同

条の規定に違反するものである。 

   

４ 法律に基づく教示 

⑴ 行政不服審査法（平成２６年法律第６８号）第８２条第 1項の規定に基づく教示 

この処分について不服がある場合には、行政不服審査法第２条、第４条及び第１８条

第１項の規定に基づき、正当な理由があるときを除き、この処分があったことを知った

日の翌日から起算して３か月以内に、書面により消費者庁長官に対し審査請求をする

ことができる。 

（注）行政不服審査法第１８条第２項の規定により、正当な理由があるときを除き、処

分があったことを知った日の翌日から起算して３か月以内であっても、処分の日

の翌日から起算して１年を経過したときは、審査請求をすることができなくなる。 

⑵ 行政事件訴訟法（昭和３７年法律第１３９号）第４６条第１項の規定に基づく教示 

訴訟により、この処分の取消しを求める場合には、行政事件訴訟法第１１条第１項及

び第１４条第１項の規定に基づき、この処分があったことを知った日の翌日から起算

して６か月以内に、国（代表者法務大臣）を被告として、この処分の取消しの訴えを提

起することができる。 

（注１）行政事件訴訟法第１４条第２項の規定により、正当な理由があるときを除き、

この処分があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内であっても、こ

の処分の日の翌日から起算して１年を経過すると、この処分の取消しの訴えを提

起することができなくなる。 

（注２）行政事件訴訟法第１４条第３項の規定により、正当な理由があるときを除き、

審査請求をして裁決があった場合には、この処分の取消しの訴えは、その裁決が

あったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に提起することができる。

ただし、正当な理由があるときを除き、その裁決があったことを知った日の翌日

から起算して６か月以内であっても、その裁決の日の翌日から起算して１年を経

過すると、この処分の取消しの訴えを提起することができなくなる。 
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消表対第２２９号 

令和６年３月１３日 

トヨタモビリティ中京株式会社

代表取締役 山本 正夫 殿

  消費者庁長官 新井 ゆたか 

  （公印省略） 

不当景品類及び不当表示防止法第７条第１項の規定に基づく措置命令 

貴社は、貴社が供給する「車両用クレベリン」と称する役務（以下「本件役務」という。）

の取引について、不当景品類及び不当表示防止法（昭和３７年法律第１３４号。以下「景品

表示法」という。）第５条の規定により禁止されている同条第１号に該当する不当な表示を

行っていたので、同法第７条第１項の規定に基づき、次のとおり命令する。 

１ 命令の内容 

⑴ 貴社は、貴社が一般消費者に提供する本件役務に係る表示に関して、次に掲げる事項

を速やかに一般消費者に周知徹底しなければならない。この周知徹底の方法について

は、あらかじめ、消費者庁長官の承認を受けなければならない。 

ア 貴社は、本件役務を一般消費者に提供するに当たり、例えば、令和５年４月１８日

から同月２５日、同月２９日から同年５月１６日及び同月２４日から同年７月５日

までの間、「太平通店スタッフブログ」と称する自社ウェブサイトにおいて、「除菌・

消臭サービスメニュー 大幸薬品×ＤＥＮＳＯ 共同開発 デンソー クレベリン

 車両用」並びに「洗えない車室内、シートを除菌 菌・ウイルス除去！」、「除菌効

果３ヶ月間」及び「友達・家族とのわいわいドライブの後に」との記載と共に、車室

内の菌・ウイルスを除去するイメージ画像並びに「染みついたタバコ臭・ペット臭を

消臭」及び「お客さまを乗せる前に」との記載と共に、車室内にタバコ臭・ペット臭

が染みついているイメージ画像等を表示するなど、別表「表示期間」欄記載の期間に、

同表「表示媒体」欄記載の表示媒体において、同表「表示内容」欄記載のとおり表示

することにより、あたかも、本件役務を利用することで、車室内において約３か月有

効な除菌効果等が得られるかのように示す表示をしていたこと。 

イ 前記アの表示は、本件役務の内容について、一般消費者に対し、実際のものよりも

著しく優良であると示すものであり、景品表示法に違反するものであること。 

⑵ 貴社は、今後、本件役務又はこれと同種の役務の取引に関し、表示の裏付けとなる合

理的な根拠をあらかじめ有することなく、前記⑴アの表示と同様の表示が行われるこ
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とを防止するために必要な措置を講じ、これを貴社の役員及び従業員に周知徹底しな

ければならない。 

⑶ 貴社は、今後、本件役務又はこれと同種の役務の取引に関し、表示の裏付けとなる合

理的な根拠をあらかじめ有することなく、前記⑴アの表示と同様の表示をしてはなら

ない。 

⑷ 貴社は、前記⑴に基づいて行った周知徹底及び前記⑵に基づいてとった措置につい

て、速やかに文書をもって消費者庁長官に報告しなければならない。 

 

２ 事実 

⑴ トヨタモビリティ中京株式会社（以下「トヨタモビリティ中京」という。）は、名古

屋市千種区千種三丁目６番２号に本店を置き、自動車の販売、修理等を営む事業者であ

る。 

⑵ トヨタモビリティ中京は、自ら運営する店舗において、本件役務を一般消費者に提供

している。 

⑶ トヨタモビリティ中京は、本件役務に係る自社ウェブサイトの表示内容を自ら決定

している。 

⑷ア トヨタモビリティ中京は、本件役務を一般消費者に提供するに当たり、例えば、令

和５年４月１８日から同月２５日、同月２９日から同年５月１６日及び同月２４日

から同年７月５日までの間、「太平通店スタッフブログ」と称する自社ウェブサイト

において、「除菌・消臭サービスメニュー 大幸薬品×ＤＥＮＳＯ 共同開発 デン

ソー クレベリン 車両用」並びに「洗えない車室内、シートを除菌 菌・ウイルス

除去！」、「除菌効果３ヶ月間」及び「友達・家族とのわいわいドライブの後に」との

記載と共に、車室内の菌・ウイルスを除去するイメージ画像並びに「染みついたタバ

コ臭・ペット臭を消臭」及び「お客さまを乗せる前に」との記載と共に、車室内にタ

バコ臭・ペット臭が染みついているイメージ画像等を表示するなど、別表「表示期間」

欄記載の期間に、同表「表示媒体」欄記載の表示媒体において、同表「表示内容」欄

記載のとおり表示することにより、あたかも、本件役務を利用することで、車室内に

おいて約３か月有効な除菌効果等が得られるかのように示す表示をしていた。 

 イ 消費者庁長官は、前記アの表示について、景品表示法第５条第１号に該当する表示

か否かを判断するため、同法第７条第２項の規定に基づき、トヨタモビリティ中京に

対し、期間を定めて、当該表示の裏付けとなる合理的な根拠を示す資料の提出を求め

たところ、トヨタモビリティ中京は、当該期間内に表示に係る裏付けとする資料を提

出したが、当該資料は、当該表示の裏付けとなる合理的な根拠を示すものであるとは

認められないものであった。 
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３ 法令の適用 

 前記事実によれば、トヨタモビリティ中京が自己の供給する本件役務の取引に関し行

っていた表示は、景品表示法第７条第２項の規定により、同法第５条第１号に規定する、

本件役務の内容について、一般消費者に対し、実際のものよりも著しく優良であると示す

ことにより、不当に顧客を誘引し、一般消費者による自主的かつ合理的な選択を阻害する

おそれがあると認められる表示とみなされるものであって、かかる表示をしていた行為

は、同条の規定に違反するものである。 

   

４ 法律に基づく教示 

⑴ 行政不服審査法（平成２６年法律第６８号）第８２条第 1項の規定に基づく教示 

この処分について不服がある場合には、行政不服審査法第２条、第４条及び第１８条

第１項の規定に基づき、正当な理由があるときを除き、この処分があったことを知った

日の翌日から起算して３か月以内に、書面により消費者庁長官に対し審査請求をする

ことができる。 

（注）行政不服審査法第１８条第２項の規定により、正当な理由があるときを除き、処

分があったことを知った日の翌日から起算して３か月以内であっても、処分の日

の翌日から起算して１年を経過したときは、審査請求をすることができなくなる。 

⑵ 行政事件訴訟法（昭和３７年法律第１３９号）第４６条第１項の規定に基づく教示 

訴訟により、この処分の取消しを求める場合には、行政事件訴訟法第１１条第１項及

び第１４条第１項の規定に基づき、この処分があったことを知った日の翌日から起算

して６か月以内に、国（代表者法務大臣）を被告として、この処分の取消しの訴えを提

起することができる。 

（注１）行政事件訴訟法第１４条第２項の規定により、正当な理由があるときを除き、

この処分があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内であっても、こ

の処分の日の翌日から起算して１年を経過すると、この処分の取消しの訴えを提

起することができなくなる。 

（注２）行政事件訴訟法第１４条第３項の規定により、正当な理由があるときを除き、

審査請求をして裁決があった場合には、この処分の取消しの訴えは、その裁決が

あったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に提起することができる。

ただし、正当な理由があるときを除き、その裁決があったことを知った日の翌日

から起算して６か月以内であっても、その裁決の日の翌日から起算して１年を経

過すると、この処分の取消しの訴えを提起することができなくなる。 
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！
！
 
洗
え
な
い
車
室
内
の
シ
ー
ト
を
除
菌
 
染
み
つ
い
た
た
ば
こ
臭
 
ペ
ッ
ト
臭
を
 
消
臭
 

大
幸
薬
品
×
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｏ
 
協
同
開
発
の
 
車
両
用
 
デ
ン
ソ
ー
 
ク
レ
ベ
リ
ン
」
 

・
「
除
菌
・
消
臭
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
 
大
幸
薬
品
×
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｏ
 
共
同
開
発
 
デ
ン
ソ
ー
 
ク
レ
ベ
リ
ン
 
車
両
用
」
並
び

に
「
洗
え
な
い
車
室
内
、
シ
ー
ト
を
除
菌
 
菌
・
ウ
イ
ル
ス
除
去
！
」
、
「
除
菌
効
果
３
ヶ
月
間
」
及
び
「
友
達
・
家
族
と
の

わ
い
わ
い
ド
ラ
イ
ブ
の
後
に
」
と
の
記
載
と
共
に
、
車
室
内
の
菌
・
ウ
イ
ル
ス
を
除
去
す
る
イ
メ
ー
ジ
画
像
並
び
に
「
染
み
つ

い
た
タ
バ

コ
臭
・
ペ
ッ
ト
臭
を
消
臭
」
及
び
「
お
客
さ
ま
を
乗
せ
る
前
に
」
と
の
記
載
と
共
に
、
車
室
内
に
タ
バ
コ
臭
・
ペ
ッ

ト
臭
が
染
み
つ
い
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
画
像
 

・
「
効
果
の
秘
け
つ
は
共
同
開
発
！
 
大
幸
薬
品
×
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｏ
」
並
び
に
「
大
幸
薬
品
の
チ
カ
ラ
 
ク
レ
ベ
リ
ン
（
二
酸
化
塩

素
）
が
ウ
イ
ル
ス
・
菌
・
悪
臭
成
分
を
分
子
レ
ベ
ル
で
抑
制
」
及
び
「
空
気
中
の
ウ
イ
ル
ス
や
菌
を
二
酸
化
塩
素
分
子
の
働
き

で
除
去
・
除
菌
し
ま
す
」
と
の
記
載
と
共
に
、
ウ
イ
ル
ス
・
菌
・
悪
臭
成
分
を
抑
制
す
る
イ
メ
ー
ジ
画
像
並
び
に
「
デ
ン
ソ
ー

の
チ
カ
ラ
 
車
内
空
調
技
術
を
活
か
し
た
専
用
発
生
機
を
使

う
か
ら
す
み
ず
み
ま
で
ク
レ
ベ
リ
ン
が
届
く
！
」
、
「
ク
レ
ベ
リ

ン
発
生
か
ら
１
分
後
」
及
び
「
ク
レ
ベ
リ
ン
発
生
か
ら
５
分
後

」
と
の
記
載
と
共
に
、
車
室
内
の
す
み
ず
み
ま
で
ク
レ
ベ
リ
ン

が
届
く
イ
メ
ー
ジ
画
像
 

・
「
是
非
こ
の
機
会
に
 
除
菌
・
消
臭
の
 
デ
ン
ソ
ー
ク
レ
ベ
リ
ン
を
！
！
 
ご
予
約
受
付
中
！
！
」
 

（
別
添
写
し
１
）
 

令
和

５
年

６
月

６
日

か
ら

同
年

７
月

５
日

ま
で
の
間

 

「
藤

が
丘

北
店

ス
タ

ッ
フ

ブ
ロ

グ
」

と
称

す
る

自
社

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト
 

・
「
最
近
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
話
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
皆
様
大
丈
夫
で
す
か
？
」
 

・
「
さ
て
、
今
回
は
車
の
ク
レ
ベ
リ
ン
除
菌
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
」
 

・
「
『
ク
レ
ベ
リ
ン
』
皆
様
も
一
度
は
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
室
内
に
置
く
タ
イ
プ
や
ス
プ
レ
ー
の
タ
イ
プ
な
ど

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
豊
富
な
商
品
で
す
が
 
今
回
は
車
両
用
の
ク
レ
ベ
リ
ン
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
！
」
 

・
「
大
幸
薬
品
×
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｏ
」
及
び
「
車
両
用
ク
レ
ベ
リ
ン
」
と
の
記
載
と
共
に
、
ク
レ
ベ
リ
ン
発
生
機
の
画
像
 

・
「
こ
れ
は
締
め
切
っ
た
車
内
で
ク
レ
ベ
リ
ン
発
生
機
を
用
い
て
車
内
全
体
を
く
ま
な
く
除
菌
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
効
果
は

約
３
カ
月
で
、
除
菌
だ
け
で
な
く
、
ウ
イ
ル
ス
除
去
や
消
臭
の

効
果
も
あ
る
の
で
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
お
試
し
く
だ
さ
い
」
と

の
記
載
と
共
に
、
車
室
内
の
菌
・
ウ
イ
ル
ス
を
除
去
す
る
イ

メ
ー
ジ
画
像
 

（
別
添
写
し
２
）
 

令
和

５
年

６
月

６
日

か
ら

同
年

７
月

５
日

ま
で
の
間

 

「
小

牧
堀

の
内

店
ス

タ
ッ

フ
ブ

ロ
グ

」
と

・
「
ウ
イ
ル
ス
除
去
に
ク
レ
ベ
リ
ン
」
 

・
「
感
染
症
対
策
 
ク
レ
ベ
リ
ン
」
 

・
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
も
急
増
し
て
い
て
び
っ
く
り
し
て
い
す
。
」
、
「
び
っ
く
り
す
る
こ
と
が
多
い
年
始
め
に
な
り
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表
示
期
間

 
表
示
媒
体
 

表
示
内
容
 

称
す

る
自

社
ウ

ェ
ブ

サ
イ
ト
 

ま
し
た
ね
・
・
・
。
」
、
「
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
に
不
安
な
日

々
が
続
い
て
い
ま
す
よ
ね
」
、
「
そ
ん
な
今
回
は
、
除
菌
・
ウ

イ
ル
ス
除
去
・
消
臭
で
き
る
Ｃ
・
ク
レ
ベ
リ
ン
の
紹
介
で
す
！
」
及
び
「
車
の
中
も
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
が
で
き
る
ん
で
す
よ
！
」 

・
「
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｏ
 
車
両
用
ク
レ
ベ
リ
ン
 
車
内
空
間
の
除
菌
・
消
臭
サ
ー
ビ
ス
 
大
幸
薬
品
×
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｏ
 
大
幸
薬
品
と
デ

ン
ソ
ー
の
共
同
開
発
に
よ
る
ク
レ
ベ
リ
ン
（
二
酸
化
塩
素
ガ
ス
）
を
活
用
し
た
車
内
除
菌
・
消
臭
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
」
 

・
「
こ
ん
な
方
に
お
す
す
め
！
！
」
、
「
除
菌
 
ウ
イ
ル
ス
除
去
」
、
「
ご
家
族
を
お
乗
せ
に
な
る
方
」
、
「
日
常
的
に
ク
ル
マ

を
利
用
さ
れ
る
方
」
、
「
小
さ
な
お
子
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
方

」
、
「
洗
え
な
い
車
室
内
、
シ
ー
ト
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
た

い
方
」
、
「
消
臭
」
、
「
車
内
の
ニ
オ
イ
が
気
に
な
る
方
 
タ
バ
コ
を
吸
わ
れ
る
方
」
及
び
「
ペ
ッ
ト
を
お
乗
せ
に
な
る
方
」
 

・
「
ど
ち
ら
も
、
約
３
か
月
間
効
き
目
が
持
続
し
ま
す
！
」
及
び
「
不
安
な
生
活
が
続
き
ま
す
が
、
少
し
で
も
対
策
が
で
き
た
ら

な
！
思
い
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
」
 

（
別
添
写
し
３
）
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消表対第２３０号 

令和６年３月１３日 

ネッツトヨタ高松株式会社

代表取締役 朝倉 一 殿

  消費者庁長官 新井 ゆたか 

  （公印省略） 

不当景品類及び不当表示防止法第７条第１項の規定に基づく措置命令 

貴社は、貴社が供給する「車両用クレベリン」と称する役務（以下「本件役務」という。）

の取引について、不当景品類及び不当表示防止法（昭和３７年法律第１３４号。以下「景品

表示法」という。）第５条の規定により禁止されている同条第１号に該当する不当な表示を

行っていたので、同法第７条第１項の規定に基づき、次のとおり命令する。 

１ 命令の内容 

⑴ 貴社は、貴社が一般消費者に提供する本件役務に係る表示に関して、次に掲げる事項

を速やかに一般消費者に周知徹底しなければならない。この周知徹底の方法について

は、あらかじめ、消費者庁長官の承認を受けなければならない。 

ア 貴社は、本件役務を一般消費者に提供するに当たり、令和４年１０月３１日、令和

５年１月３０日、同年４月１９日から同年５月１７日、同月１９日から同月２５日及

び同月２７日から同月２８日までの間、自社ウェブサイトにおいて、例えば、「洗え

ない車内・シートを除菌」、「菌・ウイルス除去！」、「除菌効果３ヶ月間」及び「友達・

家族とのわいわいドライブの後に」との記載と共に、車室内の菌・ウイルスを除去す

るイメージ画像並びに「染みついたタバコ臭・ペット臭を消臭」及び「お客さまを乗

せる前に」との記載と共に、車室内にタバコ臭・ペット臭が染みついているイメージ

画像等を、別表「表示内容」欄記載のとおり表示することにより、あたかも、本件役

務を利用することで、車室内において約３か月有効な除菌効果等が得られるかのよ

うに示す表示をしていたこと。 

イ 前記アの表示は、本件役務の内容について、一般消費者に対し、実際のものよりも

著しく優良であると示すものであり、景品表示法に違反するものであること。 

⑵ 貴社は、今後、本件役務又はこれと同種の役務の取引に関し、表示の裏付けとなる合

理的な根拠をあらかじめ有することなく、前記⑴アの表示と同様の表示が行われるこ

とを防止するために必要な措置を講じ、これを貴社の役員及び従業員に周知徹底しな

ければならない。 
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⑶ 貴社は、今後、本件役務又はこれと同種の役務の取引に関し、表示の裏付けとなる合

理的な根拠をあらかじめ有することなく、前記⑴アの表示と同様の表示をしてはなら

ない。 

⑷ 貴社は、前記⑴に基づいて行った周知徹底及び前記⑵に基づいてとった措置につい

て、速やかに文書をもって消費者庁長官に報告しなければならない。 

２ 事実 

⑴ ネッツトヨタ高松株式会社（以下「ネッツトヨタ高松」という。）は、高松市香西南

町４０４番地１に本店を置き、自動車の販売、修理等を営む事業者である。 

⑵ ネッツトヨタ高松は、自ら運営する店舗において、本件役務を一般消費者に提供して

いる。 

⑶ ネッツトヨタ高松は、本件役務に係る自社ウェブサイトの表示内容を自ら決定して

いる。 

⑷ア ネッツトヨタ高松は、本件役務を一般消費者に提供するに当たり、令和４年１０月

３１日、令和５年１月３０日、同年４月１９日から同年５月１７日、同月１９日から

同月２５日及び同月２７日から同月２８日までの間、自社ウェブサイトにおいて、例

えば、「洗えない車内・シートを除菌」、「菌・ウイルス除去！」、「除菌効果３ヶ月間」

及び「友達・家族とのわいわいドライブの後に」との記載と共に、車室内の菌・ウイ

ルスを除去するイメージ画像並びに「染みついたタバコ臭・ペット臭を消臭」及び「お

客さまを乗せる前に」との記載と共に、車室内にタバコ臭・ペット臭が染みついてい

るイメージ画像等を、別表「表示内容」欄記載のとおり表示することにより、あたか

も、本件役務を利用することで、車室内において約３か月有効な除菌効果等が得られ

るかのように示す表示をしていた。 

イ 消費者庁長官は、前記アの表示について、景品表示法第５条第１号に該当する表示

か否かを判断するため、同法第７条第２項の規定に基づき、ネッツトヨタ高松に対

し、期間を定めて、当該表示の裏付けとなる合理的な根拠を示す資料の提出を求めた

ところ、ネッツトヨタ高松は、当該期間内に表示に係る裏付けとする資料を提出した

が、当該資料は、当該表示の裏付けとなる合理的な根拠を示すものであるとは認めら

れないものであった。

３ 法令の適用 

 前記事実によれば、ネッツトヨタ高松が自己の供給する本件役務の取引に関し行って

いた表示は、景品表示法第７条第２項の規定により、同法第５条第１号に規定する、本件

役務の内容について、一般消費者に対し、実際のものよりも著しく優良であると示すこと

により、不当に顧客を誘引し、一般消費者による自主的かつ合理的な選択を阻害するおそ

れがあると認められる表示とみなされるものであって、かかる表示をしていた行為は、同
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条の規定に違反するものである。 

４ 法律に基づく教示 

⑴ 行政不服審査法（平成２６年法律第６８号）第８２条第 1項の規定に基づく教示

この処分について不服がある場合には、行政不服審査法第２条、第４条及び第１８条

第１項の規定に基づき、正当な理由があるときを除き、この処分があったことを知った

日の翌日から起算して３か月以内に、書面により消費者庁長官に対し審査請求をする

ことができる。 

（注）行政不服審査法第１８条第２項の規定により、正当な理由があるときを除き、処

分があったことを知った日の翌日から起算して３か月以内であっても、処分の日

の翌日から起算して１年を経過したときは、審査請求をすることができなくなる。 

⑵ 行政事件訴訟法（昭和３７年法律第１３９号）第４６条第１項の規定に基づく教示

訴訟により、この処分の取消しを求める場合には、行政事件訴訟法第１１条第１項及

び第１４条第１項の規定に基づき、この処分があったことを知った日の翌日から起算

して６か月以内に、国（代表者法務大臣）を被告として、この処分の取消しの訴えを提

起することができる。 

（注１）行政事件訴訟法第１４条第２項の規定により、正当な理由があるときを除き、

この処分があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内であっても、こ

の処分の日の翌日から起算して１年を経過すると、この処分の取消しの訴えを提

起することができなくなる。 

（注２）行政事件訴訟法第１４条第３項の規定により、正当な理由があるときを除き、

審査請求をして裁決があった場合には、この処分の取消しの訴えは、その裁決が

あったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に提起することができる。

ただし、正当な理由があるときを除き、その裁決があったことを知った日の翌日

から起算して６か月以内であっても、その裁決の日の翌日から起算して１年を経

過すると、この処分の取消しの訴えを提起することができなくなる。 
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別表 

表示内容 

・「車両用 クレベリン」、「車内の除菌・消臭メニュー！」

・「洗えない車内・シートを除菌」、「菌・ウイルス除去！」、「除菌効果３ヶ月間」及

び「友達・家族とのわいわいドライブの後に」との記載と共に、車室内の菌・ウイルス

を除去するイメージ画像並びに「染みついたタバコ臭・ペット臭を消臭」及び「お客さ

まを乗せる前に」との記載と共に、車室内にタバコ臭・ペット臭が染みついているイメ

ージ画像 

・「車両用クレベリンとは、大幸薬品とデンソーが共同開発したクレベリン（二酸化塩素

ガス）を活用した車内抗菌・消臭サービスです。」 

・「短時間で９９％除菌・ウイルス除去！臭いを気にならないレベルまで消臭！」

（別添写し） 
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消表対第２３１号 

令和６年３月１４日 

東海マツダ販売株式会社 

代表取締役 大貫 秀樹 殿 

  消費者庁長官 新井 ゆたか 

  （公印省略） 

不当景品類及び不当表示防止法第７条第１項の規定に基づく措置命令 

貴社は、貴社が供給する「車両用クレベリン」と称する役務（以下「本件役務」という。）

の取引について、不当景品類及び不当表示防止法（昭和３７年法律第１３４号。以下「景品

表示法」という。）第５条の規定により禁止されている同条第１号に該当する不当な表示を

行っていたので、同法第７条第１項の規定に基づき、次のとおり命令する。 

１ 命令の内容 

⑴ 貴社は、貴社が一般消費者に提供する本件役務に係る表示に関して、次に掲げる事項

を速やかに一般消費者に周知徹底しなければならない。この周知徹底の方法について

は、あらかじめ、消費者庁長官の承認を受けなければならない。 

ア 貴社は、本件役務を一般消費者に提供するに当たり、令和４年１２月２０日及び令

和５年１月３０日に、自社ウェブサイトにおいて、例えば、「車両用クレベリン」及

び「洗いたくても洗えない車内を除菌・消臭。『様々なウイルス・菌・ニオイを除去

出来る』二酸化塩素の働きで、車室内をリフレッシュ。」並びに「クレベリンの効果

 効果継続（目安）：約３ヶ月」等と、別表「表示内容」欄記載のとおり表示するこ

とにより、あたかも、本件役務を利用することで、車室内において約３か月有効な除

菌効果等が得られるかのように示す表示をしていたこと。 

イ 前記アの表示は、本件役務の内容について、一般消費者に対し、実際のものよりも

著しく優良であると示すものであり、景品表示法に違反するものであること。 

⑵ 貴社は、今後、本件役務又はこれと同種の役務の取引に関し、表示の裏付けとなる合

理的な根拠をあらかじめ有することなく、前記⑴アの表示と同様の表示が行われるこ

とを防止するために必要な措置を講じ、これを貴社の役員及び従業員に周知徹底しな

ければならない。 

⑶ 貴社は、今後、本件役務又はこれと同種の役務の取引に関し、表示の裏付けとなる合

理的な根拠をあらかじめ有することなく、前記⑴アの表示と同様の表示をしてはなら

ない。 
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⑷ 貴社は、前記⑴に基づいて行った周知徹底及び前記⑵に基づいてとった措置につい

て、速やかに文書をもって消費者庁長官に報告しなければならない。 

２ 事実 

⑴ 東海マツダ販売株式会社（以下「東海マツダ販売」という。）は、名古屋市瑞穂区二

野町３番１８号に本店を置き、自動車の販売、修理等を営む事業者である。 

⑵ 東海マツダ販売は、自ら運営する店舗において、本件役務を一般消費者に提供してい

る。 

⑶ 東海マツダ販売は、本件役務に係る自社ウェブサイトの表示内容を自ら決定してい

る。 

⑷ア 東海マツダ販売は、本件役務を一般消費者に提供するに当たり、令和４年１２月２

０日及び令和５年１月３０日に、自社ウェブサイトにおいて、例えば、「車両用クレ

ベリン」及び「洗いたくても洗えない車内を除菌・消臭。『様々なウイルス・菌・ニ

オイを除去出来る』二酸化塩素の働きで、車室内をリフレッシュ。」並びに「クレベ

リンの効果 効果継続（目安）：約３ヶ月」等と、別表「表示内容」欄記載のとおり

表示することにより、あたかも、本件役務を利用することで、車室内において約３か

月有効な除菌効果等が得られるかのように示す表示をしていた。 

イ 消費者庁長官は、前記アの表示について、景品表示法第５条第１号に該当する表示

か否かを判断するため、同法第７条第２項の規定に基づき、東海マツダ販売に対し、

期間を定めて、当該表示の裏付けとなる合理的な根拠を示す資料の提出を求めたと

ころ、東海マツダ販売は、当該期間内に表示に係る裏付けとする資料を提出したが、

当該資料は、当該表示の裏付けとなる合理的な根拠を示すものであるとは認められ

ないものであった。

３ 法令の適用 

 前記事実によれば、東海マツダ販売が自己の供給する本件役務の取引に関し行ってい

た表示は、景品表示法第７条第２項の規定により、同法第５条第１号に規定する、本件役

務の内容について、一般消費者に対し、実際のものよりも著しく優良であると示すことに

より、不当に顧客を誘引し、一般消費者による自主的かつ合理的な選択を阻害するおそれ

があると認められる表示とみなされるものであって、かかる表示をしていた行為は、同条

の規定に違反するものである。 

４ 法律に基づく教示 

⑴ 行政不服審査法（平成２６年法律第６８号）第８２条第 1項の規定に基づく教示

この処分について不服がある場合には、行政不服審査法第２条、第４条及び第１８条

第１項の規定に基づき、正当な理由があるときを除き、この処分があったことを知った
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日の翌日から起算して３か月以内に、書面により消費者庁長官に対し審査請求をする

ことができる。 

（注）行政不服審査法第１８条第２項の規定により、正当な理由があるときを除き、処

分があったことを知った日の翌日から起算して３か月以内であっても、処分の日

の翌日から起算して１年を経過したときは、審査請求をすることができなくなる。 

⑵ 行政事件訴訟法（昭和３７年法律第１３９号）第４６条第１項の規定に基づく教示 

訴訟により、この処分の取消しを求める場合には、行政事件訴訟法第１１条第１項及

び第１４条第１項の規定に基づき、この処分があったことを知った日の翌日から起算

して６か月以内に、国（代表者法務大臣）を被告として、この処分の取消しの訴えを提

起することができる。 

（注１）行政事件訴訟法第１４条第２項の規定により、正当な理由があるときを除き、

この処分があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内であっても、こ

の処分の日の翌日から起算して１年を経過すると、この処分の取消しの訴えを提

起することができなくなる。 

（注２）行政事件訴訟法第１４条第３項の規定により、正当な理由があるときを除き、

審査請求をして裁決があった場合には、この処分の取消しの訴えは、その裁決が

あったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に提起することができる。

ただし、正当な理由があるときを除き、その裁決があったことを知った日の翌日

から起算して６か月以内であっても、その裁決の日の翌日から起算して１年を経

過すると、この処分の取消しの訴えを提起することができなくなる。 
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別表 

表示内容 

・「車両用クレベリン」及び「洗いたくても洗えない車内を除菌・消臭。『様々なウイル

ス・菌・ニオイを除去出来る』二酸化塩素の働きで、車室内をリフレッシュ。」 

・「おすすめのお客様」、「・車内をリフレッシュ、快適にされたい方」、「・ペットと

一緒にドライブをされる方」、「・ウイルスが気になるお子様連れのご家族」及び「・

車室内のにおいが気になる方、喫煙される方」 

・「クレベリンの効果 効果継続（目安）：約３ヶ月」 

・「洗えない車室内、シートを除菌」並びに「二酸化塩素ガスによるウイルスの作用抑制

効果」との記載と共に、「１５分後のウイルス感染価」と題するグラフ及び「二酸化塩

素ガスによる除菌効果」との記載と共に、「１５分後の生菌数」と題するグラフ並びに

「染みついたたばこ臭・ペット臭を消臭」及び「二酸化塩素ガスによるたばこ臭消臭効

果」との記載と共に、「１５分後のシート付着臭」と題するグラフ 

（別添写し） 
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消表対第２３２号 

令和６年３月１４日 

株式会社神戸マツダ 

代表取締役 橋本 覚 殿 

  消費者庁長官 新井 ゆたか 

  （公印省略） 

不当景品類及び不当表示防止法第７条第１項の規定に基づく措置命令 

貴社は、貴社が供給する「車両用クレベリン」と称する役務（以下「本件役務」という。）

の取引について、不当景品類及び不当表示防止法（昭和３７年法律第１３４号。以下「景品

表示法」という。）第５条の規定により禁止されている同条第１号に該当する不当な表示を

行っていたので、同法第７条第１項の規定に基づき、次のとおり命令する。 

１ 命令の内容 

⑴ 貴社は、貴社が一般消費者に提供する本件役務に係る表示に関して、次に掲げる事項

を速やかに一般消費者に周知徹底しなければならない。この周知徹底の方法について

は、あらかじめ、消費者庁長官の承認を受けなければならない。 

ア 貴社は、本件役務を一般消費者に提供するに当たり、令和４年１２月２０日、令和

５年１月３０日、同年４月１２日及び同月１９日から同年５月１１日までの間、自社

ウェブサイトにおいて、「車内除菌消臭」及び「悪臭物質や菌・ウイルスを破壊して

快適な空間に」並びに「クレベリン」、「クレベリンは、㈱デンソーと㈱大幸薬品が共

同開発した、二酸化塩素の働きによりウィルスの作用抑制・除菌・消臭ができる“衛

生管理製品”です。施工後、効果は約３か月持続します。（目安です、使用環境によ

り異なります）」、「〇洗えない車室内、シートを除菌」及び「〇染みついたタバコ臭・

ペット臭を消臭」との記載と共に、クレベリン発生機の画像を表示することにより、

あたかも、本件役務を利用することで、車室内において約３か月有効な除菌効果等が

得られるかのように示す表示をしていたこと。 

イ 前記アの表示は、本件役務の内容について、一般消費者に対し、実際のものよりも

著しく優良であると示すものであり、景品表示法に違反するものであること。 

⑵ 貴社は、今後、本件役務又はこれと同種の役務の取引に関し、表示の裏付けとなる合

理的な根拠をあらかじめ有することなく、前記⑴アの表示と同様の表示が行われるこ

とを防止するために必要な措置を講じ、これを貴社の役員及び従業員に周知徹底しな

ければならない。 
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⑶ 貴社は、今後、本件役務又はこれと同種の役務の取引に関し、表示の裏付けとなる合

理的な根拠をあらかじめ有することなく、前記⑴アの表示と同様の表示をしてはなら

ない。 

⑷ 貴社は、前記⑴に基づいて行った周知徹底及び前記⑵に基づいてとった措置につい

て、速やかに文書をもって消費者庁長官に報告しなければならない。 

 

２ 事実 

⑴ 株式会社神戸マツダ（以下「神戸マツダ」という。）は、神戸市兵庫区東柳原町３番

１０号に本店を置き、自動車の販売、修理等を営む事業者である。 

⑵ 神戸マツダは、自ら運営する店舗において、本件役務を一般消費者に提供している。 

⑶ 神戸マツダは、本件役務に係る自社ウェブサイトの表示内容を自ら決定している。 

⑷ア 神戸マツダは、本件役務を一般消費者に提供するに当たり、令和４年１２月２０

日、令和５年１月３０日、同年４月１２日及び同月１９日から同年５月１１日までの

間、自社ウェブサイト（別添写し）において、「車内除菌消臭」及び「悪臭物質や菌・

ウイルスを破壊して快適な空間に」並びに「クレベリン」、「クレベリンは、㈱デンソ

ーと㈱大幸薬品が共同開発した、二酸化塩素の働きによりウィルスの作用抑制・除

菌・消臭ができる“衛生管理製品”です。施工後、効果は約３か月持続します。（目

安です、使用環境により異なります）」、「〇洗えない車室内、シートを除菌」及び「〇

染みついたタバコ臭・ペット臭を消臭」との記載と共に、クレベリン発生機の画像を

表示することにより、あたかも、本件役務を利用することで、車室内において約３か

月有効な除菌効果等が得られるかのように示す表示をしていた。 

 イ 消費者庁長官は、前記アの表示について、景品表示法第５条第１号に該当する表示

か否かを判断するため、同法第７条第２項の規定に基づき、神戸マツダに対し、期間

を定めて、当該表示の裏付けとなる合理的な根拠を示す資料の提出を求めたところ、

神戸マツダは、当該期間内に表示に係る裏付けとする資料を提出したが、当該資料

は、当該表示の裏付けとなる合理的な根拠を示すものであるとは認められないもの

であった。 
 

３ 法令の適用 

 前記事実によれば、神戸マツダが自己の供給する本件役務の取引に関し行っていた表

示は、景品表示法第７条第２項の規定により、同法第５条第１号に規定する、本件役務の

内容について、一般消費者に対し、実際のものよりも著しく優良であると示すことによ

り、不当に顧客を誘引し、一般消費者による自主的かつ合理的な選択を阻害するおそれが

あると認められる表示とみなされるものであって、かかる表示をしていた行為は、同条の

規定に違反するものである。 
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４ 法律に基づく教示 

⑴ 行政不服審査法（平成２６年法律第６８号）第８２条第 1項の規定に基づく教示 

この処分について不服がある場合には、行政不服審査法第２条、第４条及び第１８条

第１項の規定に基づき、正当な理由があるときを除き、この処分があったことを知った

日の翌日から起算して３か月以内に、書面により消費者庁長官に対し審査請求をする

ことができる。 

（注）行政不服審査法第１８条第２項の規定により、正当な理由があるときを除き、処

分があったことを知った日の翌日から起算して３か月以内であっても、処分の日

の翌日から起算して１年を経過したときは、審査請求をすることができなくなる。 

⑵ 行政事件訴訟法（昭和３７年法律第１３９号）第４６条第１項の規定に基づく教示 

訴訟により、この処分の取消しを求める場合には、行政事件訴訟法第１１条第１項及

び第１４条第１項の規定に基づき、この処分があったことを知った日の翌日から起算

して６か月以内に、国（代表者法務大臣）を被告として、この処分の取消しの訴えを提

起することができる。 

（注１）行政事件訴訟法第１４条第２項の規定により、正当な理由があるときを除き、

この処分があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内であっても、こ

の処分の日の翌日から起算して１年を経過すると、この処分の取消しの訴えを提

起することができなくなる。 

（注２）行政事件訴訟法第１４条第３項の規定により、正当な理由があるときを除き、

審査請求をして裁決があった場合には、この処分の取消しの訴えは、その裁決が

あったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に提起することができる。

ただし、正当な理由があるときを除き、その裁決があったことを知った日の翌日

から起算して６か月以内であっても、その裁決の日の翌日から起算して１年を経

過すると、この処分の取消しの訴えを提起することができなくなる。 
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消表対第２３３号 

令和６年３月１８日 

 

株式会社広島マツダ 

代表取締役 山根 一郎 殿 

 

                    消費者庁長官 新井 ゆたか 

                             （公印省略） 

 

不当景品類及び不当表示防止法第７条第１項の規定に基づく措置命令 

 

貴社は、貴社が供給する「車両用クレベリン」と称する役務（以下「本件役務」という。）

の取引について、不当景品類及び不当表示防止法（昭和３７年法律第１３４号。以下「景品

表示法」という。）第５条の規定により禁止されている同条第１号に該当する不当な表示を

行っていたので、同法第７条第１項の規定に基づき、次のとおり命令する。 

 

１ 命令の内容 

⑴ 貴社は、貴社が一般消費者に提供する本件役務に係る表示に関して、次に掲げる事項

を速やかに一般消費者に周知徹底しなければならない。この周知徹底の方法について

は、あらかじめ、消費者庁長官の承認を受けなければならない。 

 ア 貴社は、本件役務を一般消費者に提供するに当たり、令和４年１０月３１日、同年

１２月２０日、令和５年１月３０日及び同年５月１６日から同月２９日までの間、自

社ウェブサイトにおいて、例えば、「車両用クレベリンとは…」、「クレベリンは、『様々

なウイルス・菌・ニオイを除去出来る』という二酸化塩素の動きに着目し、ウイルス

の作用抑制・除菌・消臭が出来る”衛生管理製品”です。」及び「マツダ純正 車内

除菌サービスは、車両用クレベリンを使用し洗いたくても洗えない車内を除菌しま

す。」並びに「車両用 クレベリンの効果」及び「効果持続（目安）：約３ヶ月」等と、

別表「表示内容」欄記載のとおり表示することにより、あたかも、本件役務を利用す

ることで、車室内において約３か月有効な除菌効果等が得られるかのように示す表

示をしていたこと。 

イ 前記アの表示は、本件役務の内容について、一般消費者に対し、実際のものよりも

著しく優良であると示すものであり、景品表示法に違反するものであること。 

⑵ 貴社は、今後、本件役務又はこれと同種の役務の取引に関し、表示の裏付けとなる合

理的な根拠をあらかじめ有することなく、前記⑴アの表示と同様の表示が行われるこ

とを防止するために必要な措置を講じ、これを貴社の役員及び従業員に周知徹底しな

ければならない。 
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⑶ 貴社は、今後、本件役務又はこれと同種の役務の取引に関し、表示の裏付けとなる合

理的な根拠をあらかじめ有することなく、前記⑴アの表示と同様の表示をしてはなら

ない。 

⑷ 貴社は、前記⑴に基づいて行った周知徹底及び前記⑵に基づいてとった措置につい

て、速やかに文書をもって消費者庁長官に報告しなければならない。 

２ 事実 

⑴ 株式会社広島マツダ（以下「広島マツダ」という。）は、広島市中区幟町１３番４号

に本店を置き、自動車の販売、修理等を営む事業者である。 

⑵ 広島マツダは、自ら運営する店舗において、本件役務を一般消費者に提供している。 

⑶ 広島マツダは、本件役務に係る自社ウェブサイトの表示内容を自ら決定している。

⑷ア 広島マツダは、本件役務を一般消費者に提供するに当たり、令和４年１０月３１

日、同年１２月２０日、令和５年１月３０日及び同年５月１６日から同月２９日まで

の間、自社ウェブサイトにおいて、例えば、「車両用クレベリンとは…」、「クレベリ

ンは、『様々なウイルス・菌・ニオイを除去出来る』という二酸化塩素の動きに着目

し、ウイルスの作用抑制・除菌・消臭が出来る”衛生管理製品”です。」及び「マツ

ダ純正 車内除菌サービスは、車両用クレベリンを使用し洗いたくても洗えない車

内を除菌します。」並びに「車両用 クレベリンの効果」及び「効果持続（目安）：約

３ヶ月」等と、別表「表示内容」欄記載のとおり表示することにより、あたかも、本

件役務を利用することで、車室内において約３か月有効な除菌効果等が得られるか

のように示す表示をしていた。 

イ 消費者庁長官は、前記アの表示について、景品表示法第５条第１号に該当する表示

か否かを判断するため、同法第７条第２項の規定に基づき、広島マツダに対し、期間

を定めて、当該表示の裏付けとなる合理的な根拠を示す資料の提出を求めたところ、

広島マツダは、当該期間内に表示に係る裏付けとする資料を提出したが、当該資料

は、当該表示の裏付けとなる合理的な根拠を示すものであるとは認められないもの

であった。

３ 法令の適用 

 前記事実によれば、広島マツダが自己の供給する本件役務の取引に関し行っていた表

示は、景品表示法第７条第２項の規定により、同法第５条第１号に規定する、本件役務の

内容について、一般消費者に対し、実際のものよりも著しく優良であると示すことによ

り、不当に顧客を誘引し、一般消費者による自主的かつ合理的な選択を阻害するおそれが

あると認められる表示とみなされるものであって、かかる表示をしていた行為は、同条の

規定に違反するものである。 
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４ 法律に基づく教示 

⑴ 行政不服審査法（平成２６年法律第６８号）第８２条第 1項の規定に基づく教示 

この処分について不服がある場合には、行政不服審査法第２条、第４条及び第１８条

第１項の規定に基づき、正当な理由があるときを除き、この処分があったことを知った

日の翌日から起算して３か月以内に、書面により消費者庁長官に対し審査請求をする

ことができる。 

（注）行政不服審査法第１８条第２項の規定により、正当な理由があるときを除き、処

分があったことを知った日の翌日から起算して３か月以内であっても、処分の日

の翌日から起算して１年を経過したときは、審査請求をすることができなくなる。 

⑵ 行政事件訴訟法（昭和３７年法律第１３９号）第４６条第１項の規定に基づく教示 

訴訟により、この処分の取消しを求める場合には、行政事件訴訟法第１１条第１項及

び第１４条第１項の規定に基づき、この処分があったことを知った日の翌日から起算

して６か月以内に、国（代表者法務大臣）を被告として、この処分の取消しの訴えを提

起することができる。 

（注１）行政事件訴訟法第１４条第２項の規定により、正当な理由があるときを除き、

この処分があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内であっても、こ

の処分の日の翌日から起算して１年を経過すると、この処分の取消しの訴えを提

起することができなくなる。 

（注２）行政事件訴訟法第１４条第３項の規定により、正当な理由があるときを除き、

審査請求をして裁決があった場合には、この処分の取消しの訴えは、その裁決が

あったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に提起することができる。

ただし、正当な理由があるときを除き、その裁決があったことを知った日の翌日

から起算して６か月以内であっても、その裁決の日の翌日から起算して１年を経

過すると、この処分の取消しの訴えを提起することができなくなる。 
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別表 

表示内容 

・「マツダ純正」、「洗いたくても洗えないシートも１５分の除菌でリフレッシュ！」及

び「車両用 クレベリン」 

・「車両用クレベリンとは…」、「クレベリンは、『様々なウイルス・菌・ニオイを除去

出来る』という二酸化塩素の動きに着目し、ウイルスの作用抑制・除菌・消臭が出来る”

衛生管理製品”です。」及び「マツダ純正 車内除菌サービスは、車両用クレベリンを

使用し洗いたくても洗えない車内を除菌します。」 

・「車両用 クレベリンの効果」及び「効果持続（目安）：約３ヶ月」 

・「洗えない車室内、シートを除菌 除菌・ウイルスの作用抑制」並びに「二酸化塩素ガ

スによるウイルスの作用抑制効果」との記載と共に、「１５分後のウイルス感染価」と

題するグラフ及び「二酸化塩素ガスによる除菌効果」との記載と共に、「１５分後の生

菌数」と題するグラフ並びに「染みついたタバコ臭・ペット臭を消臭」及び「二酸化塩

素ガスによるたばこ臭消臭効果」との記載と共に、「１５分後のシート付着臭」と題す

るグラフ 

・「おすすめＰＯＩＮＴ」、「こんな方におすすめです」、「車内をリフレッシュ・快適

にされたい方」、「ペットと一緒にドライブをされる方」、「ウイルスが気になるお子

様連れのご家族」及び「車室内のにおいが気になる方、喫煙される方」 

・「発生機」及び「カートリッジ」との記載とともに、クレベリン発生機及びカートリッ

ジの画像 

（別添写し） 
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消表対第２３４号 

令和６年３月１８日 

株式会社西四国マツダ 

代表取締役 江藤 忠義 殿 

  消費者庁長官 新井 ゆたか 

  （公印省略） 

不当景品類及び不当表示防止法第７条第１項の規定に基づく措置命令 

貴社は、貴社が供給する「車両用クレベリン」と称する役務（以下「本件役務」という。）

の取引について、不当景品類及び不当表示防止法（昭和３７年法律第１３４号。以下「景品

表示法」という。）第５条の規定により禁止されている同条第１号に該当する不当な表示を

行っていたので、同法第７条第１項の規定に基づき、次のとおり命令する。 

１ 命令の内容 

⑴ 貴社は、貴社が一般消費者に提供する本件役務に係る表示に関して、次に掲げる事項

を速やかに一般消費者に周知徹底しなければならない。この周知徹底の方法について

は、あらかじめ、消費者庁長官の承認を受けなければならない。 

ア 貴社は、本件役務を一般消費者に提供するに当たり、令和４年１２月２０日、令和

５年１月３０日、同年４月１２日及び同月１９日から同年７月２０日までの間、自社

ウェブサイトにおいて、「クレベリン車内除菌」、「丸洗いできない車内、シートを除

菌・消臭してみませんか？」及び「効果 約３ヵ月」と表示することにより、あたか

も、本件役務を利用することで、車室内において約３か月有効な除菌効果等が得られ

るかのように示す表示をしていたこと。 

イ 前記アの表示は、本件役務の内容について、一般消費者に対し、実際のものよりも

著しく優良であると示すものであり、景品表示法に違反するものであること。 

⑵ 貴社は、今後、本件役務又はこれと同種の役務の取引に関し、表示の裏付けとなる合

理的な根拠をあらかじめ有することなく、前記⑴アの表示と同様の表示が行われるこ

とを防止するために必要な措置を講じ、これを貴社の役員及び従業員に周知徹底しな

ければならない。 

⑶ 貴社は、今後、本件役務又はこれと同種の役務の取引に関し、表示の裏付けとなる合

理的な根拠をあらかじめ有することなく、前記⑴アの表示と同様の表示をしてはなら

ない。 

⑷ 貴社は、前記⑴に基づいて行った周知徹底及び前記⑵に基づいてとった措置につい
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て、速やかに文書をもって消費者庁長官に報告しなければならない。 

２ 事実 

⑴ 株式会社西四国マツダ（以下「西四国マツダ」という。）は、松山市土居町７９３番

地１に本店を置き、自動車の販売、修理等を営む事業者である。 

⑵ 西四国マツダは、自ら運営する店舗において、本件役務を一般消費者に提供してい

る。 

⑶ 西四国マツダは、本件役務に係る自社ウェブサイトの表示内容を自ら決定している。 

⑷ア 西四国マツダは、本件役務を一般消費者に提供するに当たり、令和４年１２月２０

日、令和５年１月３０日、同年４月１２日及び同月１９日から同年７月２０日までの

間、自社ウェブサイト（別添写し）において、「クレベリン車内除菌」、「丸洗いでき

ない車内、シートを除菌・消臭してみませんか？」及び「効果 約３ヵ月」と表示す

ることにより、あたかも、本件役務を利用することで、車室内において約３か月有効

な除菌効果等が得られるかのように示す表示をしていた。 

イ 消費者庁長官は、前記アの表示について、景品表示法第５条第１号に該当する表示

か否かを判断するため、同法第７条第２項の規定に基づき、西四国マツダに対し、期

間を定めて、当該表示の裏付けとなる合理的な根拠を示す資料の提出を求めたとこ

ろ、西四国マツダは、当該期間内に表示に係る裏付けとする資料を提出したが、当該

資料は、当該表示の裏付けとなる合理的な根拠を示すものであるとは認められない

ものであった。

３ 法令の適用 

 前記事実によれば、西四国マツダが自己の供給する本件役務の取引に関し行っていた

表示は、景品表示法第７条第２項の規定により、同法第５条第１号に規定する、本件役務

の内容について、一般消費者に対し、実際のものよりも著しく優良であると示すことによ

り、不当に顧客を誘引し、一般消費者による自主的かつ合理的な選択を阻害するおそれが

あると認められる表示とみなされるものであって、かかる表示をしていた行為は、同条の

規定に違反するものである。 

４ 法律に基づく教示 

⑴ 行政不服審査法（平成２６年法律第６８号）第８２条第 1項の規定に基づく教示

この処分について不服がある場合には、行政不服審査法第２条、第４条及び第１８条

第１項の規定に基づき、正当な理由があるときを除き、この処分があったことを知った

日の翌日から起算して３か月以内に、書面により消費者庁長官に対し審査請求をする

ことができる。 

（注）行政不服審査法第１８条第２項の規定により、正当な理由があるときを除き、処
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分があったことを知った日の翌日から起算して３か月以内であっても、処分の日

の翌日から起算して１年を経過したときは、審査請求をすることができなくなる。 

⑵ 行政事件訴訟法（昭和３７年法律第１３９号）第４６条第１項の規定に基づく教示

訴訟により、この処分の取消しを求める場合には、行政事件訴訟法第１１条第１項及

び第１４条第１項の規定に基づき、この処分があったことを知った日の翌日から起算

して６か月以内に、国（代表者法務大臣）を被告として、この処分の取消しの訴えを提

起することができる。 

（注１）行政事件訴訟法第１４条第２項の規定により、正当な理由があるときを除き、

この処分があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内であっても、こ

の処分の日の翌日から起算して１年を経過すると、この処分の取消しの訴えを提

起することができなくなる。 

（注２）行政事件訴訟法第１４条第３項の規定により、正当な理由があるときを除き、

審査請求をして裁決があった場合には、この処分の取消しの訴えは、その裁決が

あったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に提起することができる。

ただし、正当な理由があるときを除き、その裁決があったことを知った日の翌日

から起算して６か月以内であっても、その裁決の日の翌日から起算して１年を経

過すると、この処分の取消しの訴えを提起することができなくなる。 
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